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　自転車の交通安全教室が榎列小学校で開催されました。この教室は南あわじ警察署と南あ

わじ市交通安全協会の協力で各学校を回って行われています。体育館では全校生に自転車の正

しい乗り方と点検、自転車の交通ルールについての説明が行われ、指導の警察官が「交差点で

は信号が無くても必ず止まること！ 通い慣れた道ほど油断しがち、しっかり安全確認をする

こと！」など注意を呼びかけました。また運動場では４年生を対象に自分の自転車を使った実

技教室も行われ、停止確認など子どもたちが熱心に取り組んでいました。（４月19日撮影）

くり返し よく見て  安全を確認！
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市政ひろば

り
作
曲
さ
れ
た
校
歌
が
同
校
の
吹

奏
楽
部
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
中
田
市
長
は「
御
原
中

学
校
と
辰
美
中
学
校
の
歴
史
を
心

に
し
る
し
、勉
強
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
努
力
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い

さ
つ
。同
中
学
校
の
三
谷
高た
か

資し

校

長
は「
新
た
な
校
風
を
つ
く
り
、新

し
い
中
学
校
を
創
造
し
て
い
き
た

い
」と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
９
日
の
入
学
式
で
新
入
生

78
人
を
迎
え
、西
淡
中
学
校
と
し

て
の
新
し
い
歴
史
を
刻
み
は
じ
め

ま
し
た
。　
　
　
　
　

「ま
ず
逃
げ
る
、
更
に
高
い
所
へ
」

～
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
周
到
な
準
備
を
！
～

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田　

勝
久

市
内
で
震
度
５
強
の
地
震
発
生

　

旧
御
原
中
学
校
と
旧
辰
美
中

学
校
が
統
合
さ
れ「
西
淡
中
学
校
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。旧
御
原

中
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
て
開
校

す
る
同
校
で
４
月
８
日
、開
校
式

が
２
、３
年
生
約
１
７
０
人
や
教
職

員
、地
元
自
治
会
長
た
ち
が
参
加

し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、旧
両
中
学
校
の
生
徒

が
考
え
た
校
章
が
刺し

繍し
ゅ
う

さ
れ
た
校

旗
の
授
与
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、公
募

に
よ
り
決
定
し
た
工
藤
和
久
さ
ん

（
青
森
県
）の
歌
詞
に
あ
わ
せ
作
曲

家
の
三
原
聡
さ
ん（
北
阿
万
）に
よ

　

平
成
27
年
の
新
庁
舎
の
開
庁
に

あ
わ
せ
て
市
内
21
地
区
で
開
設
さ

れ
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
こ
れ

に
先
駆
け
４
月
１
日
か
ら
市
内
５

地
区（
松
帆
、伊
加
利
、西
淡
志
知
、

神
代
、三
原
志
知
）の
モ
デ
ル
地
区

で
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
４
月
１

日
、
西
淡
志
知
交
流
セ
ン
タ
ー
で

多
く
の
地
区
関
係
者
に
参
加
い
た

だ
き
、
モ
デ
ル
地
区
の
看
板
が
入

口
に
か
け
ら
れ
、
各
セ
ン
タ
ー
長

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
モ
デ
ル
地
区
で

実
施
検
証
す
る
こ
と
で
、
将
来
の

全
地
区
で
の
開
設
の
方
向
性
を
決

め
る
自
信
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
、
西
淡
志
知
セ
ン
タ
ー
長
の
田

中
光
晴
さ
ん
（
志
知
北
）
は
「
地

　

 

今
回
の
淡
路
島
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

４
月
13
日（
土
）午
前
５
時
33

分
、平
成
７
年
１
月
17
日
早
朝

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
来
の
強
い
揺
れ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

強
い
揺
れ
を
感
じ
た
時
、南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
即
座

に
覚
悟
し
た
の
は
、私
だ
け
で

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

は
、島
内
他
市
と
比
べ
る
と
少

な
か
っ
た
と
は
い
え
、市
内
に

お
い
て
も
震
度
５
強
を
記
録
、

負
傷
者
３
名（
内
１
名
重
傷
）、

非
住
家
を
含
む
建
物
の
一
部
損

壊
等
が
１
５
４
件
と
な
っ
て
お

り
ま
す（
４
月
21
日
現
在
）。

　

今
後
、高
い
確
率
で
発
生
が

想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
市
と
し
て

　

４
月
13
日
午
前
５
時
33
分
、島
内

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

２
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。市
内
で

も
最
大
震
度
５
強
を
観
測
し
、市
民

生
活
や
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。防
災
グ
ッ
ズ
を
再
度

確
認
す
る
な
ど
し
て
余
震
や
今
後
発

生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

備
え
て
ま
い
り
ま
す
が
、自
主

防
災
組
織
を
始
め
と
し
た
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
、

そ
し
て
行
動
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
淡
路
島
地
震
に
お
い

て
は
、発
生
と
同
時
に
、南
あ

わ
じ
市
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、市
職
員
２
０
０
人
体
制
で

災
害
対
応
と
、被
害
調
査
な
ど

に
あ
た
り
ま
し
た
。し
か
し
、

市
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
対
策

に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
。地

域
の
命
は
地
域
で
守
る
。」

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、市
の
防
災
施
策
は

も
と
よ
り
、今
後
と
も
自
主
防

災
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
、市

を
あ
げ
て
、地
域
を
あ
げ
て
の

防
災
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
市
内
の
被
害
状
況（
４
月
21
日
現
在
）

　

１
人
の
重
症
者
と
２
人
の
軽
傷

者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、86
戸

の
家
屋
で
屋
根
瓦
が
崩
れ
る
な
ど

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、市
役
所
中
央
庁
舎
ほ
か

公
共
施
設
で
一
部
損
壊
の
被
害
が

あ
り
、市
内
11
か
所
の
水
道
施
設

も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

◆
見
舞
金

　

市
で
は
、
今
回
の
地
震
で
住
ん
で

い
る
家
屋
に
一
部
損
壊
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
５
千
円
の
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。
支
給
の
方
法
等
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
罹
災
証
明
書
の
発
行

　

各
種
届
け
出
に
必
要
な
罹
災
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
申
請

は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

出
張
所
、
連
絡
所
、
支
所
に
備
え

付
け
の
申
請
用
紙
に
被
害
写
真
を

付
け
て
申
請
く
だ
さ
い
。

▲市民交流センターの看板を掛ける西淡志知米
田自治会長(左）、田中センター長（右）と中田市長

▲委嘱状を受け取った各市民交流センター長

▲被災世帯を訪問する市職員　

各地区の人的被害及び建築物被害（４月21日現在）

▲地震で屋根瓦が崩れた住宅

▲市民交流センターを利用する市民

西
淡
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
!!

モ
デ
ル
地
区
で
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

▲西淡中学校の校歌を歌う同校吹奏楽部員

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
Q
＆
A

Q
１
．
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
５

地
区
で
オ
ー
プ
ン
し
た
け
ど
、

何
が
で
き
る
の
？

A
．
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
証
明  

　
書
の
発
行
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
地

　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
（
地
域

　
づ
く
り
）
や
従
来
の
公
民
館
活

　
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
で
き
る

　
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

　
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
地

　
域
活
動
拠
点
」
と
し
て
設
置
し

　
て
い
ま
す
。

Q
２
．
発
行
で
き
る
証
明
書
と
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

A
．
は
い
。
発
行
で
き
る
も
の
と

　
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

《
交
付
で
き
る
証
明
書
》

　
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
・
個
人

事
項
証
明
書（
戸
籍
謄
本・抄
本
）、

戸
籍
附
票
の
写
し（
全
部・一
部
）、

住
民
票
の
写
し
（
全
部
・
一
部
）、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
（
全
部
・

一
部
）、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所

得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
納
税

証
明
書

《
手
数
料
》

　
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
・
個
人

事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本・抄
本
）

1
通
４
５
０
円
、
そ
の
他
の
証
明

書
１
通
３
０
０
円

※
証
明
書
発
行
に
は
、
官
公
署
が

発
行
す
る
有
効
期
間
内
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
の

で
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

３
事
業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

◆
株
式
会
社
Ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ   

淡
路
島
工
場  

（
北
阿
万
）

◆
北
村
電
機
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　

   

（
榎
列
）

◆
医
療
法
人
社
団
淡
路
平

成
会  

平
成
病
院
（
八
木
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、
火

災
時
の
出
動
は
公
休
（
有
給
）
扱

い
と
な
る
な
ど
、
消
防
庁
の
協
力

事
業
所
認
定
基
準
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

の
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
い
る
現
在
、
全
国
で
も
消
防

団
員
の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
い

う
状
況
の
な
か
、
い
ざ
と
い
う
時

の
団
員
の
出
動
や
活
動
に
お
い
て

は
、
勤
め
先
の
会
社
や
事
業
所
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
総
務
省
消
防
庁
で

は
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
導
入
し
、
消
防
団
活
動
に

協
力
す
る
事
業
所
に
対
し
て
表
示

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
年
新
た
に
次
の

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
の
伝
達
式

▲３月２８日に表示証の伝達式が行われました

市内

緑地区 西淡地区 三原地区 南淡地区

3 1 2 - -

重症 1 - 1 - -

軽傷 2 1 1 - -

86 27 27 17 15

一部損壊 86 27 27 17 15

人的被害（人）

 住家被害（戸）

　
　

地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団

※被害状況、見舞金、罹災証
明書申請等の内容は市のホー
ムページでもお知らせしてい
ます。　
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チ
ャ
リ
テ
ィ
―
収
益
金
・
募
金
を
寄
付

　

３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
『
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
』
に
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
の
贈
呈
式
が
3

月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
収
益
金
の
一
部
と

当
日
来
場
者
の
募
金
を
合
わ
せ
て

14
万
９
１
６
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
本
濱
会
長
か
ら
南
あ
わ
じ

市
社
会
福
祉
協
議
会
谷
口
会
長
へ

と
託
さ
れ
、
今
後
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   （４月１6 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 418件 58,866,719円

市外（島内） 58件 10,351,000円

市外（島外） 261件 30,544,940円

合計 737件 99,762,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

▲本濱会長（左）から谷口会長（右）へ手渡されました

未
来
へ
の
布
石
は
今
生
き
る
者
の
使
命

　

市
民
の
皆
様
や
学
校
法
人
順

正
学
園
、
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力

を
賜
り
、
元
の
県
立
志
知
高
等

学
校
を
再
生
し
、
吉
備
国
際
大

学
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

地
域
創
成
農
学
部
が
開
校
し
ま

し
た
。
定
員
60
名
の
と
こ
ろ
56
名

（
内
女
性
７
名
）
の
学
生
が
学
ぶ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
是
非
と
も

学
生
さ
ん
達
を
地
域
で
支
え
て

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
を
再
生
す

る
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

教
授
は
、
元
神
戸
大
学
副
学

長
の
眞
山
滋
志
学
部
長
を
筆
頭

に
、
神
戸
大
学
、
京
都
大
学
出
身

の
す
ば
ら
し
い
先
生
方
が
中
心

と
な
り
、
生
産
・
加
工
・
農
業
経

済
等
幅
広
い
分
野
を
総
合
的
に

学
び
、
大
産
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
全
国
に
珍
し
い
学
部
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

単
に
大
学
を
誘
致
し
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
の
知

財
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
学

生
と
共
に
地
域
が
成
長
す
る
と

と
も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
農
業
振
興
や
地
域
活
性
化

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
早
速
、

先
生
方
は
色
々
な
仕
掛
け
づ
く

り
に
挑
戦
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
最
重
要
課
題
の
防
災
対

策
に
お
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

だ
ま
だ
課
題
が
山
積
み
で
す
。

　

先
般
、
和
歌
山
県
海
南
市
の

下
津
港
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通

省
の
浮
上
式
の
防
波
堤
動
作
試

験
が
始
り
ま
し
た
。
防
波
堤
の

鋼
管
は
円
柱
の
形
で
、
直
径
約

３
メ
ー
ト
ル
、
海
面
上
約
７
．
５

メ
ー
ト
ル
に
浮
上
し
、
湾
口
幅
約

２
３
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。
南
あ
わ
じ

市
は
、
県
下
で
最
も
大
き
な
被

害
を
受
け
る
地
域
と
し
て
迅
速

に
準
備
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
事
業
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
が
最
低
限
度
の
対

策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
が
検
討
課
題
に
し
て

お
り
ま
す
福
良
の
湾
口
防
波
堤

建
設
に
つ
い
て
は
、
一
部
批
判
的

な
発
言
も
あ
り
ま
す
が
、
防
波

に
つ
い
て
何
も
し
な
い
で
よ
い
の

か
、
市
民
の
財
産
を
少
し
で
も
守

る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
な

ど
、
地
域
の
方
と
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

時
は
止
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
将
来
世
代
へ
の
責
務
と
し
て

今
生
き
る
者
が
何
を
す
べ
き
か

考
え
、
共
に
行
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
責
任
あ
る

ご
教
授
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

大
地
震
及
び
津
波
を
想
定
し
て
、

小
中
学
校
・
保
育
所
の
耐
震
化

や
屋
内
外
告
知
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
避
難
路
整
備
等
数
多
く
の

ハ
ー
ド
事
業
と
併
せ
て
、
「
逃
げ

る
」
を
主
眼
に
自
主
防
災
組
織
の

構
築
や
防
災
計
画
の
見
直
し
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業
等
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

▲吉備国際大学南あわじ志知キャンパス

暴
力
団
関
係
情
報
を
警
察
と
共
有

　

市
で
は
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な

影
響
の
排
除
を
推
進
し
、安
全
で

安
心
な
市
民
生
活
の
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
に
３
月
の
定
例
議
会
に

お
い
て「
市
暴
力
団
排
除
条
例（
下

記
）」が
可
決
。４
月
１
日
の
施
行

を
前
の
３
月
27
日
、南
あ
わ
じ
警

察
署
と
市
が
暴
力
団
に
関
す
る
情

報
を
共
有
す
る「
暴
力
団
関
係
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
合
意
書
」

の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
後
、中
田
市
長
は「
今
回
の

調
印
が
抑
止
力
に
な
れ
ば
良
い
と

思
う
。こ
れ
か
ら
警
察
の
指
導
を

得
な
が
ら
市
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
取
り
組
み
た
い
」と
力
強

く
話
し
ま
し
た
。

◆
市
暴
力
団
排
除
条
例
施
行

　

４
月
１
日
か
ら
兵
庫
県
の
暴
力

団
排
除
条
例
と
連
携
し
、本
市
の

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
基
本
理

念
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た

「
南
あ
わ
じ
市
暴
力
団
排
除
条

例
」を
施
行
し
ま
し
た
。

　

県
警
や
暴
力
団
追
放
兵
庫
県
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
市
、市
民
、事

業
者
が
協
働
し
て
社
会
全
体
で
暴

力
団
排
除
を
進
め
安
全
で
安
心
な

地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

詳
し
く
は
生
活
環
境
課（
☎
43
・

５
０
２
４
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▲合意書に調印した中本南あわじ警察署長と中田市長
　

今
回
の
登
録
を
受
け
て
中
田
市

長
は
「
観
光
活
性
の
成
果
が
あ
が

る
よ
う
に
努
力
す
る
。
世
界
一
の

大
き
さ
を
誇
る
鳴
門
の
う
ず
潮
の

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

当
市
に
お
い
て
、
今
回
の
登
録
は

大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
登
録
書
伝
達
式

に
出
席
し
た
河
野
博
さ
ん
（
福

良
）
は
「
道
の
駅
福
良
が
観
光
客

へ
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
り
、

こ
こ
か
ら
淡
路
島
全
体
が
盛
り
上

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
な
な
い
ろ
館
」
や
昨
年
８
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
淡
路
人
形
座
」

な
ど
が
あ
る
福
良
港
一
帯
が
道
の

駅
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
幹
線
道
路
沿
い
に
整

備
さ
れ
た
休
憩
施
設
で
全
国
に
約

１
０
０
０
箇
所
あ
り
ま
す
。
今
回

の
認
定
は
県
内
で
31
箇
所
目
、
島

内
で
４
箇
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

市
役
所
中
央
庁
舎
で
４
月
９

日
、
兵
庫
国
道
事
務
所
の
黒
田
所

長
か
ら
中
田
市
長
に
登
録
証
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅
「
福
良
」
認
定

▲黒田所長から登録証を受け取る中田市長

▲竣工した「しまちどり」

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。

　

　

市
営
福
良
住
宅
の
竣
工
式
が
３

月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
良

仁
尾
（
漁
民
）
住
宅
を
含
め
た
、

福
良
地
区
内
に
あ
る
市
営
住
宅
６

団
地
の
集
約
建
て
替
え
の
た
め

に
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
整
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
等
を
震
源
と
す
る

地
震
発
生
時
の
津
波
を
想
定
し
て

新
し
い
住
宅
で
は
居
住
ス
ペ
ー
ス

を
１
階
に
は
設
け
ず
、
２
階
か
ら

６
階
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

竣
工
式
は
１
階
集
会
所
で
催
さ

れ
、
神
事
の
後
、
関
係
者
た
ち
が

市
営
福
良
住
宅
が
完
成

▲竣工式が行われた市営福良住宅

加
し
、
車
い
す
の
ま
ま
乗
れ
る
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
も
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
船
体
は
鉄
製
か
ら
ア
ル
ミ
製

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
比

較
し
て
、
燃
費
が
向
上
し
て
い
ま

す
。

　

竣
工
式
に
は
関
係
者
約
80
人
が

出
席
。
新
造
船
に
乗
っ
て
沼
島
へ

渡
り
、
沼
島
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
太
鼓
や
ソ
ー
ラ
ン
節
に

よ
る
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
、
竣
工

式
典
や
船
の
前
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

け
、
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
新
船
は

先
定
員
数
が
66
人
か
ら
82
人
に
増

　

沼
島
と
淡
路
島
（
灘
及
び
洲

本
）
の
間
を
運
航
す
る
沼
島
汽
船

㈱
が
新
船
「
し

ま
ち
ど
り
」
を

建
造
し
、
沼
島

に
お
い
て
３
月

31
日
、
竣
工
式

が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
新
船

は
、
現
行
の

「
し
ま
ち
ど

り
」
が
老
朽
化

し
た
こ
と
を
受

新
船
「
し
ま
ち
ど
り
」
が
竣
工
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市政ひろば

市
長

　

中

田

勝

久

副
市
長

　

川

野

四

朗

教
育
長

　

岡

田

昌

史

議
会
事
務
局

局
長　

高

川

欣

士

【
議
会
事
務
局
】

課
長　

垣　

光
弘

職
員　

船
本
有
美
、

川
添
卓
也
、
前
田
浩
子

市
長
公
室

室
長　

土
井
本  

環

次
長
（
総
合
政
策
推
進

担
当
兼
新
庁
舎
建
設
推

進
事
務
局
長
）

　
　
　

橋

本

浩

嗣

【
市
長
公
室
】

課
長　

喜
田
憲
和

職
員　

木
田
博
仁
、

佐
藤
佳
史
、
山
家
光
泰

栄
井
賢
次
、
秦　

伸
行

原
口　

涼
、
山
本
真
美

松
本
潤
子
、
山
口
明
宏

総
務
部

部
長
（
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
）

　
　
　

入　

谷　

修　

司

【
総
務
課
】

課
長　

佃　

信
夫

職
員　

加
野
泰
生
、

井
上
拓
也
、
榎
本　

新

谷
口
直
美
、
前
田
さ
ゆ
り

前
川
倫
章
、
原
田
恭
宏

露
本
和
也
、
河
野
沙
織

宮
本　

唯

【
防
災
課
】

課
長　

藤
本
和
宏

職
員　

以
頭
和
之
、

浅
井
優
子
、
高
田
智
之

川
添
雅
弘
、
阿
在
祐
輔

【
情
報
課
】

課
長　

富
永
文
博

職
員　

栗
林
宏
明
、

古
川
浩
司
、
奥
田
泰
大

赤
井
達
弘
、
山
野
絵
美

坂
口
宏
樹
、
前
野
洋
司

藤
田
隆
翁
、
榎
本
全
克

中
野
尚
美
、
辻
西　

敦

増
田
賢
司
、
林　
　

誠

土
居
祐
介
、
中
川
達
也

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長　
（
入
谷
総
務

部
長
兼
務
）

書
記　
（
前
川
総
務
課

主
査
・
露
本
総
務
課
主

査
兼
務
）

【
緑
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
兼
地
域
防
災
・

振
興
担
当
課
長
兼
倭
文

支
所
長
）  

片
山
雅
弘

職
員　

前
川
恵
理
、

川
上
佐
永
子
、
井
上
美
奈
子

沼
田
晋
吾
、
千
川
佳
奈

井
筒
あ
ゆ
み
、
大
西
重
三
子

健
康
福
祉
部

部
長　

藤　

本　

政　

春

【
福
祉
課
】

課
長　

鍵
山
淳
子

職
員　

児
玉
裕
仁
、

澤
田
浩
明
、
中
村
尚
之

吉
原
千
佳
、
河
井
美
和

澤
田
晋
吾
、
高
野
晴
充

西
川
純
歩
、
瓶
井
彰
人

古
川
実
香
、
濵
口
知
明

細
川
隆
弘
、
伊
吹
美
喜
子

【
長
寿
福
祉
課
】

課
長　

大
谷
武
司

職
員　

静
永
峯
雄
、

橋
本
里
美
、
森
山
雅
生

芝
美
智
世
、
野
田
憲
範

田
坂
千
佐
美
、
石
田
緩
子

豊
田
章
裕
、
藤
江
朋
代

居
内
昭
人
、
水
田
智
子

楠
原
靖
人
、
原
口
友
理
子

【
保
険
課
】

課
長　

川
本
眞
須
美

職
員　

岡
本
良
次
、

板
野
あ
ゆ
美
、
土
居
真
夕

真
野
匡
史
、
森
花
愛
子

前
川
恭
範
、
河
尻
春
奈

【
健
康
課
】

課
長　

小
西
正
文

職
員　

垣
貴
美
子
、

島　
　

誠
、
永
田
加
織

西
谷
由
佳
、
荒
木
柳
子

譽
田
志
緒
理
、
内
原
孝
美

小
林
有
美
、
真
野
多
江

安
部
こ
ず
恵
、
神
代
友
里

樫
野
尚
子
、
古
池
美
穂

曽
根
英
次

【
少
子
対
策
課
】

課
長　

田
村
愛
子

職
員　

前
田
秀
美
、

森
浦
勇
人
、
清
水
麻
貴

【
西
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
地
域
防
災
・
振
興

担
当
課
長
）　

岡
本
千
明

職
員　

船
本
武
身
、

上
野
百
恵
、
柏
木
映
理
子

雨
堤
知
世
、
東　

智
美

坂
本
裕
美
、
髙
木
世
理
奈

産
業
振
興
部

部
長　

岸　

上　

敏　

之

【
鳴
門
の
渦
潮
世
界
遺

産
登
録
推
進
室
】

部
長
（
鳴
門
の
渦
潮
世

界
遺
産
登
録
推
進
室

長
）　

興　

津　

良　

祐

【
商
工
観
光
課
】

課
長
（
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
室
長
）
阿
部
員
久

職
員　

原
口
言
美
、

松
山　

勤
、
土
井　

勤

古
川
祥
司
、
向
井　

聡

【
企
業
誘
致
課
】

課
長　

北
川
真
由
美

職
員　

北
井
一
也
、

並
木
慶
彰

【
水
産
振
興
課
】

課
長　

榎
本
輝
夫

職
員　

森
本
圭
亮
、

興
津
武
秀

都
市
整
備
部

部
長　

山　

崎　

昌　

広

次
長
（
低
地
帯
対
策
・
河

川
改
修
・
県
道
事
業
推
進

担
当
） 

垣　

本　

義　

博

【
管
理
課
】

課
長　

和
田
幸
三

職
員　

玉
久
保
博
和
、

村
上
雅
文
、
野
上
恒
史

堀
川
昌
志
、
西
久
保
絵
理

喜
田
啓
義

【
建
設
課
】

課
長　

赤
松
啓
二

職
員　

長
谷
川
亮
治
、

廣
内
繁
一
、
前
田
有
治

清
水
信
彰
、
魚
谷
英
生

田
村
文
明
、
佐
々
木
祐
輔

谷
本
尚
之
、
興
津
佑
治

【
都
市
計
画
課
】

課
長　

原
口
久
司

職
員　

居
神
功
治
、

安
田
文
子
、
福
田
晃
久

三
宅
哲
也
、
的
崎
義
彦

助
嶋　

透

教
育
委
員
会（
教
育
部
）

部
長　

太

田

孝

次

【
教
育
総
務
課
】

課
長　

片
山
勝
義

職
員　

坂
田
真
由
美
、

齋
藤
浩
二
、
榎
勢
美
和

池
本
達
哉

【
学
校
教
育
課
】

課
長　

安
田
保
富

職
員　

山
川
直
樹
、

釣
島
章
継
、
山
口
江
美

奥
野
大
輔
、
西
村
竜
也

【
人
権
教
育
課
】

課
長　

高
辻
隆
雄

職
員　

柳
本
欣
也
、

上
田
千
春

【
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
】

課
長　

福
原
敬
二
（
兼

玉
青
館
館
長
）

職
員　

川
上
洋
介
、

福
田
龍
八
、
西
岡
幸
子

中
尾
あ
か
ね
、
阿
部
志
郎

名
尾
卓
人
、
興
津
洋
佑

久
留
米
三
四
郎

【
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

土
肥
一
二

【
三
原
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
地
域
防
災
・
振
興

担
当
課
長
）　

柏
木
浩
一

職
員　

河
井
丈
夫
、

長
濱
美
海
子
、
原
田
弥
生

西
中
衣
里
子
、
細
川
智
佳
子

榎
本
寛
子
、
榎
本
良
一

奥
野
香
織

市
民
生
活
部

部
長　

小

坂

利

夫

次
長
（
兼
生
活
環
境
課

長
）　

髙

木

勝

啓

【
市
民
課
】

課
長　

塔
下
佳
里

職
員　

島
田
美
穂
、

中
嶋
宏
昭
、
奥
野
祥
子

髙
瀬
真
弓
、
小
丸
明
子

森
崎
ひ
と
み
、
土
居
久
代

前
川
知
住

【
税
務
課
】

課
長　

藤
岡
崇
文

職
員　

山
崎
稔
弘
、

原
坂
泰
子
、
富
山
明
宏

東
根
崇
弘
、
仲
野
裕
恵

濵
田
直
人
、
榎
本
裕
文

河
尻
将
登
、
居
内
淳
代

谷
口
太
輔
、
江
本
大
志

【
収
税
課
】

課
長　
（
藤
岡
税
務
課

長
兼
務
）

職
員　

細
川
美
奈
、

赤
松
裕
子
、
金
山
知
史

河
崎
裕
美
、
内
山
賢
一

木
場
大
登
、
冨
山
裕
貴

【
生
活
環
境
課
】

課
長　
（
高
木
市
民
生

活
部
次
長
兼
務
）

職
員　

堀
井
正
弘
、

吉
田
知
子
、
土
居
正
典

川
口
智
弘
、
入
谷
恵
祐

坂
本
大
樹

農
業
振
興
部

部
長　

神

田

拓

治

次
長
（
農
林
振
興
課
長
事
務

取
扱
）  

森

本

秀

利

【
農
林
振
興
課
】

課
長　

松
本
安
民

職
員　

吉
田
充
宏
、

濱
田
成
章
、
近
藤
ひ
か
り

森　

正
和
、
濟
藤
貴
志

奈
良
雄
規
、
庄
田
光
男

榎
本
康
孝
、
永
樂
大
樹

【
農
地
整
備
課
】

課
長　

喜
田
展
弘

職
員　

船
木
茂
浩
、

上
田
一
路
、
三
明
耕
司

福
岡　

武
、
安
田
由
美

稲
本
順
也
、
前
川
祥
一

山
本
高
広
、
土
井
孝
行

仲
田
充
穂
、
浦
﨑
健
次

【
地
籍
調
査
課
】

課
長　

和
田
昌
治

職
員　

馬
野　

徹
、

児
玉
光
男
、
前
田
直
樹

萩
山
能
宏

【
農
業
共
済
課
】

市
職
員
の
配
置

中
央
庁
舎

緑
庁
舎

西
淡
庁
舎

三
原
庁
舎

　

平
成
25
年
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る

今月の納税

　固定資産税･･･・・・・・・・・・【１期】

軽自動車税･･･・・・・・・・・・【全期】

納期限　５月31日(金)　
 　《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

　４月１３日に発生した地震により自らの所有する住宅または　家財
の価格の１０分の３以上が損害を受けた場合、市民税及び国民健康
保険税を一定の割合で減免を受けることができます。　　
　固定資産税についても被害の程度が一定基準を超えるときは、減
免を受けることができる場合があります（一部損壊は対象外です）。
　また平成２６年２月の確定申告において所得税および市県民税に
おいて災害によって受けた住宅や家財等の損害や原状回復のため
にかかった費用を、雑損控除として所得から差し引くことができます。
　

手続きに必要なもの
　①罹災証明書
　②住宅や家財等の取得価格がわかる書類又は修繕等にかか　
　　った費用の領収書（固定資産税の減免は不要）
　※罹災証明書については、市役所各総合窓口センターにて発　
　　行手続きを行ってください。（被災した部分がわかる写真を添付）

災害により被害を受けられた人へ

◆口座振替を利用する人は、預金残高の確認を
お願いします

◆市税の納付には、納め忘れがなく便利な口座
振替をご利用ください

◆納付書については、1期送付時に２期以降の納
期分をまとめてお送りしています。（紛失した人
は再交付しますので、市役所税務課、収税課または
最寄りの総合窓口センターへお申し出ください）

吉
備
国
際
大
学
で
入
学
宣
誓
式

　

吉
備
国
際
大
学
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス

で
4
月
4
日
、
新
入
生
と
そ
の
家
族
、

大
学
教
職
員
や
高
梁
市
、
南
あ
わ
じ

市
関
係
者
な
ど
約
１
７
０
０
人
が
出

席
し
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備
国
際

大
学
短
期
大
学
部
・
順
正
高
等
看
護

福
祉
専
門
学
校
の
3
校
合
同
に
よ
る

平
成
25
年
度
入
学
宣
誓
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
創
成
農
学
部
の
新
入

生
56
名
も
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
、
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
入
学
宣
誓
式
に
先
立
ち
、

順
正
学
園
加
計
美
也
子
理
事
長
が
地

域
創
成
農
学
部
の
開
設
を
宣
言
。
式

で
は
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備
国
際

大
学
短
期
大
学
部
松
本
皓
学
長
と
順

正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校
津
尾
佳

典
校
長
に
よ
っ
て
、
新
入
生
７
３
０
人

の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
計
理
事
長
は
、「
地
域
創
成
農

学
部
に
入
学
さ
れ
る
人
た
ち
は
、
日

本
の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
人

材
に
な
る
べ
く
努
力
を
怠
ら
な
い
で
、

立
派
な
学
部
に
そ
だ
て
あ
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
切
に
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
松
本
学
長
は
「
本

日
は
一
人
で
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
ひ
な
鳥
の
新
入
生
が
、
四
年
間
の

学
習
の
後
、
卒
業
時
に
は
親
鳥
と
な
っ

て
立
派
に
実
社
会
に
向
け
て
自
ら
の

翼
で
飛
び
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

同
学
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
眞
山
滋
志
学
部
長
よ
り
「
わ
が

国
有
数
の
農
業
生
産
地
南
あ
わ
じ
に

開
学
さ
れ
た
地
域
創
成
農
学
部
が
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
然

美
に
包
ま
れ
歴
史
分
化
の
漂
う
淡
路

島
を
丸
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
、
自

ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
大
い
に
学
修
し

豊
か
な
人
間
性
と
実
力
を
育
み
、
明

日
の
地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
保

護
者
や
新
入
生
に
向
け
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
同
学
部
の
新
入
生
お

よ
び
教
員
は
、
吉
備
国
際
大
学
2
号

館
屋
上
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
で
記
念
撮
影

の
後
、
南
あ
わ
じ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～　夢を創るお手伝い　～

▲入学宣誓式に参加する新入生たち
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課
長　

宮
崎
須
次

職
員　

野
河
淳
二
、

山
本
嘉
朗
、
柴
田
泰
子

宮
本
勇
輝
、
森
下
亜
紀
子

川
本
成
記

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

課
長
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　

小
谷
雅
信

職
員　

本
田
和
也
、

山
崎
千
和
紀
、
椚
田
華
緒
理

【
南
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
地
域
防
災
・
振
興

担
当
課
長
）　

松
本
典
浩

職
員　

西
庄　

登
、

出
田
美
由
紀
、
坂
本
真
望

福
岡
侑
子
、
小
路
由
菜

阿
部
沙
織
、
田
中
か
お
り

財
務
部

部
長　

細

川

貴

弘

次
長
（
兼
財
政
課
長
）

　
　
　

神

代

充

広

【
財
政
課
】

課
長　
（
神
代
財
務
部

次
長
兼
務
）

職
員　

河
井
達
雄
、　

田
村
智
巨
、
船
越
直
子

磯
見
俊
仁
、
山
本
克
己

神
代
将
史

【
管
財
課
】

課
長　

堤　

省
司

職
員　

木
下
耕
一
、

東　

和
幸
、
角
所
亮
史

徳
田　

剛
、
一
井
奈
美

仲
野
隆
行

下
水
道
部

部
長　

原

口

幸

夫

次
長（
兼
下
水
道
課
長
）

　
　
　

岩　

倉　

正　

典

【
企
業
経
営
課
】

課
長　

江
本
晴
己

職
員　

福
岡
博
文
、

坂
本　

圴
、
仲
山
和
史

生
田
ひ
か
る
、
廣
瀬
ち
さ

藤
本
佳
幸
、
入
谷
和
佳

【
下
水
道
課
】

課
長
（
岩
倉
下
水
道
部

次
長
兼
務
）

職
員　

堀
田
好
美
、

倉
本
雅
文
、
新
地
重
幸

原
坂
浩
司
、
榎
勢
陽
一

郷　

佳
広
、
彦
坂
和
宏

小
林
智
幸
、
岩
倉
ゆ
か
り

大
濵　

貢
、
島
田
智
章

会
計
管
理
者

次
長　

馬
部　

総
一
郎

【
会
計
課
】

課
長（
馬
部
次
長
兼
務
）

職
員　

垣
本
秀
子
、

小
松
律
子
、
大
西
隆
光

酒
部
美
里
、
榎
本
小
百
合

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

次
長
兼
事
務
局
長

　
　
　

大　

瀬　

 　
　

久

職
員　

秀　

充
浩

【
沼
島
出
張
所
】

所
長　

塙　

英
明

職
員　

居
上
洋
子
、

林
め
ぐ
み

【
賀
集
連
絡
所
】

所
長　

村
上
演
良

職
員　

中
野
富
美
子

【
北
阿
万
連
絡
所
】

所
長　

樫
本
昌
明

職
員　

藤
平
香
名

【
阿
万
連
絡
所
】

所
長　

榎
本　

貢

職
員　

松
本
奈
生
子

【
灘
連
絡
所
】

所
長　

林　

光
一

職
員　

山
本
伸
一

【
倭
文
支
所
】

所
長
（
片
山
緑
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
）

職
員　

不
藤
利
春

【
松
帆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

松
下
章
二

【
神
代
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

榎
本
暉
重

【
三
原
志
知
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

稲
本
幸
児

【
清
掃
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

奥
野
満
也

職
員　

堀　

祥
夫
、

別
所
正
俊
、
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
奥
野
清
掃
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
務
）

職
員　

喜
田
雅
史
、

菊
川
政
次
、
山
田
雅
文

武
市
知
也

【
火
葬
場
】

職
員　

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長　

中
田
員
子

職
員　

片
山
明
子
、

藤
江
朝
子
、
田
村
佐
代
子

中
田
叶
江
、
原
田
知
江

【
倭
文
保
育
園
】

所
長　

濵
口
敦
美

職
員　

中
川
照
己
、

村
居
豊
子
、
森
い
つ
み

【
榎
列
保
育
所
】

所
長　

西
野
敦
子

職
員　

石
上
京
子
、

山
口
美
保
子
、
鯉
森
あ
ず
さ

田
口
益
代

【
二
宮
保
育
所
】

所
長　

飛
田
福
子

職
員　

十
河
佳
子
、

田
中
利
佳
、
角
所
ゆ
か
り

【
八
木
保
育
所
】

所
長　

清
川
礼
子

職
員　

榎
本
ひ
と
み
、

石
井
真
由
美
、
久
井
和
美

川
崎
貴
子
、
喜
田
さ
つ
き

【
市
保
育
所
】

所
長　

山
口
順
子

職
員　

大
瀬
滝
実
子
、

山
口
由
加
子
、
本
田　

睦

森
本
美
代
子
、
田
村
恵
奈

【
神
代
保
育
所
】

所
長　

太
田
早
苗

職
員　

藤
本
純
子
、

上
田
千
代
美
、
秋
田
昌
代

畑
中
千
加

【
志
知
保
育
所
】

所
長　

片
山
和
美

職
員　

宗
田
幸
恵
、

山
崎
育
子
、
藤
本
裕
美

【
ち
ど
り
保
育
所
】

所
長　

真
野
和
代

職
員　

吉
田
明
代
、

欅
田
由
香
、
山
崎
あ
け
み

【
賀
集
保
育
所
】

所
長　

藤
井
清
子

職
員　

南　

雅
子
、

奥
村
裕
子
、
西
尾
美
由
紀

西　

明
子
（
新
任
）

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長　

阿
部
香
保
重

職
員　

河
井
久
代
、

藤
井
奈
美
、
川
原
裕
美
子

【
阿
万
保
育
所
】

所
長　

坂
東
か
よ

職
員　

高
松
律
子
、

長
尾
ま
ゆ
み
、
谷
田
リ
カ

河
西
美
穂
（
新
任
）

【
灘
保
育
所
】

所
長　

海
部
美
文

職
員　

山
﨑　

泉

【
児
童
館
】

館
長　

飛
田
千
景

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
く
ら
苑
」】

所
長　

高
見
雅
文

職
員　

里
村
敏
夫
、

山
形
さ
ゆ
り
、
澤
田
真
紀

瀬
戸
孝
子
、
位
高
千
秋

佐
藤
秀
明
、前
田　

亮
、

宮
本
美
由
紀
、
廣
瀬
成
史

町
口
麻
結

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長　

大
鐘
稔
彦（
嘱
託
）

職
員　

齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長　

宮
㟢
美
枝

職
員　

北
川
和
美

【
沼
島
診
療
所
】

所
長　

横
山
龍
治

職
員　

川
口
明
代

【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

職
員　

濱
田
善
子
、

坂
本
初
美
、
柏
木
美
穂

河
辺
史
子
、
汐
後
佳
世
子

【
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
】

支
配
人　

早
川
益
弘

職
員　

西
岡
義
文
、

姥
谷
和
彦
、
平
山　

晃

玉
久
保
透
、
田
浦
丈
二

大
亦
宏
明
、
前
川
正
英

東　

大
輔

【
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
】

所
長　

岡
田
啓
延

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

山
田　

充

職
員　

村
本
み
ゆ
き
、

島
田
幸
嗣
、
山
本
八
千
代

原　

雅
世
、
喜
多
し
げ
み

橋
本
い
づ
み
、
木
田
和
秀

山
口
英
明

【
三
原
中
学
校
】

職
員　

鶴
永
淳
子

【
南
淡
中
学
校
】

職
員　

斉
藤　

薫

【
湊
幼
稚
園
】

園
長　

木
場
敦
子

職
員　

吉
田
美
智
子

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長　

畑
野
し
づ
子

職
員　

松
本
恒
子

【
丸
山
幼
稚
園
】

園
長　

勘
如
京
子

職
員　

田
浦
新
太
郎

【
阿
那
賀
幼
稚
園
】

園
長（
勘
如
園
長
兼
務
）

職
員　

森　

章
子

【
伊
加
利
幼
稚
園
】

園
長（
勘
如
園
長
兼
務
）

職
員　

野
田
ゆ
か
り

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長　

榎
本
厚
子

職
員　

太
田
千
香
子

【
三
原
図
書
館
】

館
長　

久
田
三
枝
子

職
員　

興
津
育
子
、

坂
本
温
代

【
南
淡
図
書
館
】

館
長　

阿
閉
裕
美

職
員　

森
崎
重
夫
、

杉
本
年
美

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長　

山
見
嘉
啓

職
員　

山
崎
裕
司
、

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

的
崎　

薫

【
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

西
岡
雅
樹

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長　

里
深
好
美

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
里
深
働
く
婦
人

の
家
館
長
兼
務
）

職
員　

深
川
雄
次

【
文
化
体
育
館
】

館
長　

阿
萬　

力

職
員　

原　

匡
宏
、

江
本
典
隆

【
緑
公
民
館
】

館
長　

長
尾
重
信

職
員　

渡
辺
美
男
、

大
上
聡
美

【
西
淡
公
民
館
】

館
長　

前
田
和
義

職
員　

中
川
さ
ち
代
、

阿
萬
野
真
司

【
三
原
公
民
館
】

館
長　

松
下　

修

職
員　

井
戸
麻
理
子
、

安
冨
哲
啓
、
裏
川
知
宏

【
南
淡
公
民
館
】

館
長　

宗
田　

健

職
員　

森
崎
研
一
、

真
野
美
智
子

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

職
員　

村
本　

透
、

北
口　

力
、
山
崎
真
一

堀
部
光
弘
、
立
川
智
久

田
中
章
次
、
谷
口
伸
治

野
尻
智
康
、
白
瀬
由
美

前
田
浩
一
郎
、
岡
本
未
喜
子

中
村
紀
美
、
印
部
泰
男

冨
本
泰
夫
、
倉
本
卓
也

柏
木
真
樹
、
星
出　

力

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

職
員　

蔵
本
幸
之
、

真
野
律
子

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】

職
員　

郷
野
仁
史

【
独
立
行
政
法
人
国
立
淡

路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員　

前
谷
光
宣

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部

市
町
振
興
課
】

職
員　

丸
永
剛
之

【
淡
路
県
民
局
公
園
島

推
進
室
】

職
員　

善
甫
忠
昭

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

木
事
務
所
】

職
員　

中
谷　

晃

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員　

児
嶋
勇
典
、

雨
堤
剛
史

【
南
三
陸
町
災
害
復
旧

派
遣
】

職
員　

橋
本
正
人

【
新
任
職
員（
総
務
課
付
）】

岡
本
直
樹
、
谷
口
裕
佳

榎
本
孝
太
郎
、
齋
藤
浩
平

野
口
恵
利
奈

【
育
児
休
業
等
休
業
者
】

（
平
成
25
年
５
月
１
日
現
在
）

浦
﨑
基
代
、
近
江
佐
栄
子

辛
川　

文
、
肥
田
理
江

砂
尾
珠
美
、
武
田
知
香

豊
田
千
和
、
野
上
典
子

向　

洋
美
、
山
形
恭
子

山
下
智
沙
、
山
本
沙
也
香

碇　

真
紀
、
佐
々
木
友
美

新
地
美
里
、
勢
戸
理
恵

森
下
さ
お
り
、
林　

育
世

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

（
平
成
25
年
３
月
31
日
付
）

渕
本
幸
男
、
道
上
光
明

中
田
眞
一
郎
、
水
田
泰
善

竹
内
秀
次
、
北
川
満
夫

松
下
良
卓
、
仲
野
鈴
子

榎
本
敬
子
、
炬
口
和
代

田
中
八
重
子
、
藤
岡
義
久

湯
浅
豊
秋
、
郷　

祥
子

庄
田
照
美
、
橋
詰
恭
子

久
米
香
織

《
組
織
再
編
の
お
知
ら
せ
》

　

今
年
度
か
ら
「
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡

路
が
情
報
課
」、「
下
水

道
加
入
促
進
課
が
企
業

経
営
課
」
に
統
合
さ
れ

ま
し
た
。

派
遣
職
員
他

出
先
機
関

榎
えの

本
もと

 孝
こう

太
た

郎
ろう

（事務職）
①サッカー、ドライブ
②田園風景、玉ねぎ
③南あわじ市の役に少しでも立
てるよう、向上心を持って頑張り
ます。

西
にし

 明
あき

子
こ

（保育士）
①音楽鑑賞
②淡路ファームパークイングラ
ンドの丘
③保育所でのお母さんを目指し
て、毎日楽しく過ごせるよう頑張
ります。よろしくお願いします。

斉
さい

藤
とう

 浩
こう

平
へい

（事務職）
①読書、市場・売り場巡り、アート鑑賞
②福良湾、道の駅うずしお
③市民の皆様のお手伝いを致した
く、頑張って参りますので、宜し
くお願い致します。

河
かわ

西
にし

 美
み

穂
ほ

（保育士）
①旅行、愛犬と遊ぶこと
②慶野松原、食べ物、温かい人々
③子どもたちが楽しく元気に保
育所へ通えるよう、笑顔を忘れず
一生懸命頑張ります。

岡
おか

本
もと

 直
なお

樹
き

（事務職）
①スポーツ
②慶野松原
③周りの方々から必要とされる
人間になれるように頑張ります。
よろしくお願いします。

新規採用職員平成25年度

「新規採用職員に聞く！」
　  広報南あわじアンケート項目
①趣味
②南あわじ市の好きな場所・もの
③抱負

※事務職・保健師の新規採用職員は、２か月半の研修を終えた後、配属先が決定されます

谷
たに

口
ぐち

 裕
ひろ

佳
か

（事務職）
①読書、ドライブ
②阿万海水浴場
③至らないところもありますが、
市民の皆様のお役に立てるよう
懸命に働きたいと思っています
ので、よろしくお願いします。

野
の

口
ぐち

 恵
え

利
り

奈
な

（保健師）
①カフェ巡り、旅行
②慶野松原
③少しでも市民の皆様のお役に
立てるように、笑顔を忘れず精一
杯頑張っていきます。よろしくお
願いします。

南
淡
庁
舎
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平
成
22
年
４
月
か
ら
市
で
も

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
な
消
費
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
消
費
生
活
相
談
や
出
前
講

座
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
悪
質
な
「
投
資

詐
欺
」
や
「
送
り
つ
け
商
法
」

な
ど
の
消
費
者
被
害
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
に
関
し
て
、
少
し

で
も
困
っ
た
な
、
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

２
名
の
相
談
員
が
交
代
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員　

長
尾 
幸
子

　

相
談
員   

北
条 
志
津
子

開
設
日
時

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、　

　

午
後
１
時
～
４
時

問
南
あ
わ
じ
市
消
費
生
活
セ
ン

　

タ
ー
☎
43
・
５
０
９
９

ご
存
じ
で
す
か
？　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
市
営
分
譲
宅
地
の
販
売

　

市
営
分
譲
宅
地
の
販
売
区
画

数
が
残
り
わ
ず
か
で
す
！
。
詳

し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
担
当
課

に
も
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
企
業
誘
致
課
☎
37
・
３
０
４
６

み
ど
り
が
丘
団
地

松
帆
西
路
団
地

　
姉
妹
都
市・友
好
市
町
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、国
内
の
姉
妹
都
市
・

友
好
市
町
の
各
種
団
体
と
の
民

間
交
流
を
推
進
し
、
相
互
理
解

と
友
好
親
善
に
努
め
な
が
ら
、

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に
派

遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体　

市
を
代
表
す
る

　

団
体
（
高
校
生
以
下
）

※
年
間
１
団
体
を
限
度
と
す
る

派
遣
市
町　

新
ひ
だ
か
町
・

平
取
町（
北
海
道
）、葛
巻
町

（
岩
手
県
）、大
野
市（
福
井

県
）、糸
魚
川
市（
新
潟
県
）

申
込
締
切　

５
月
31
日
（
金
）

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　

国
際
交
流
協
会
の
会
員
募
集

　

市
の
国
際
交
流
協
会
で
は
、

随
時
会
員
を
募
集
中
で
す
。
外

国
の
文
化
や
言
葉
に
感
心
の
あ

る
人
、
外
国
人
と
交
流
し
た
い

人
な
ど
、
国
際
交
流
や
異
文
化

体
験
な
ど
を
通
し
て
世
界
へ
の

目
を
ひ
ろ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
年
会
費
＝
個
人
2
千
円
、
法

人
等
（
1
口
）
5
千
円

▼
入
会
方
法
＝
所
定
の
申
込
書

に
年
会
費
を
添
え
て
協
会
事
務

局
へ
提
出

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
　

８
月
に
市
と
姉
妹
提
携
の
ア

メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
セ
ラ
イ

ナ
市
か
ら
学
生
等
使
節
団
が

や
っ
て
き
ま
す
。
市
で
は
国
際

交
流
に
関
心
が
あ
り
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集必

須
語
学　

英
語

受
入
期
間　

8
月
2
日
（
金
）

～
8
日
（
木
）

申
込
方
法　
電
話
申
込　

申
込
締
切　

５
月
31
日
（
金
）

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

GW前に車の点検を！

兵庫県自動車整備振興会 南あわじブロック

大型連休中は車の故障事故が多発しています。連休中は車で外出する

人も多くなります。楽しく連休を過ごすためにも車のメンテナンスも必

要になります。 黄色い看板の整備工場で皆様をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

毎
年
５
月
は
暮
ら
し
の
安

全
、
安
心
を
見
直
す
消
費
者
月

間
で
す
。
消
費
者
月
間
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
次
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
消
費
者
月
間
講
演
会

▽
日
時 

５
月
18
日
（
土
）

　

       

午
前
11
時
～

▽
場
所 

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
入
場
無
料
（
ど
な
た
で
も

　

参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

▽
定
員 

１
０
０
人

消
費
者
月
間
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す　

▽
演
題
「
知
っ
て
お
こ
う
！

　

だ
ま
さ
れ
る
心
理　

心
理
学

　

か
ら
み
る
消
費
者
被
害
」

▽
講
師 

西
田
公
昭 

教
授

  

（
立
正
大
学
心
理
学
部 

対

人
・
社
会
心
理
学
科
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

◆
展
示
・
出
店
同
時
開
催

午
前
10
時
～
正
午

　

当
日
は
、
同
会
場
で
「
家
庭

で
で
き
る
省
エ
ネ
商
品
テ
ス

ト
」
な
ど
の
体
験
や
パ
ネ
ル
展

示
、
ウ
イ
ン
ズ
・
き
ら
ら
に
よ

る
出
店
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
た
消

費
者
と
な
る
た
め
に
も
自
ら
学

ぶ
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　
所
得
証
明
書
お
よ
び

課
税
証
明
書
の
発
行

25
年
度
市
県
民
税
（
所

得
・
課
税
）証
明
書

※
24
年
の
所
得
分

発
行
開
始 

６
月
3
日（
月
）

　

24
年
度
以
前
の
市
県
民
税

（
所
得
・
課
税
）証
明
書
は
、随

時
発
行
し
て
い
ま
す
。

▽
発
行
場
所　

総
合
窓
口
セ
ン

　

タ
ー
・
支
所
・
出
張
所
・
連

　

絡
所
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　
自
動
車
税
の
納
期
限

納
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

　

納
税
は
お
近
く
の
金
融
機
関

な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
洲
本
県
税
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
２
６

　
災
害
に
備
え
よ
う
！

　

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
日

頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
が
重

要
で
す
。　

南
あ
わ
じ
警
察
署

▲講演会講師 西田公昭教授

初尾川 

至 洲本 

至 県立淡路 
　 看護専門学校 

洲本ICまで、車で約５分
ショッピングセンターまで、車で約５分

至 福良 

 山添東  山添口堂 

 国道28号線  

 県道125号線  

口堂橋北詰 

 山添 

みどりが丘団地 

県道福良江井岩屋線 

至津井 松帆西路団地 

西淡三原ＩＣ 

西淡庁舎 

至五色 

西路北 

湊 

西路 至賀集 

新　川 

N 

西淡三原ＩＣまで、車で約３分
陸の港西淡まで、車で約３分
ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰまで、車で約２分

号地 販売価格 坪数

区画情報
② 649.8 万円 約 69 坪
③ 633.7 万円 約 67 坪

号地 販売価格 坪数

区画情報
33 863.9 万円 約 66 坪
Ｈ 498.1 万円 約 46 坪
Ｊ 528.3 万円 約 48 坪

33

Ｊ　 Ｈ

至　国道

公共用地

公共用地
公園

調整池

販売区画
販売済区画
道路
緑地帯

みどりが丘団地平面図

公共用地 
公園 

調整池 

公共用地 

※ 
※ 

※ 

※ 
※ ※ 

※ 
※ 
※ 
※ 
※ ※ 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

※ ※ ※ ※ ※ 
※ ※ ※ ※ ※ 

※ 

※ ※ ※ ※ ※ 

※ 

※ ※ 

※ 
※ 
※ 
※ 
※ 

※ 
※ 
※ 

  

単位：万円 

至 国道 

※ ・・・ 売却済区画 

Ⓙ Ⓗ 

� 
道路 

道路 

道路 

※ 

N 

32

・・・販売区画
・・・販売済区画
・・・道路
・・・緑地帯

調整池

▼松帆西路団地（松帆西路） ▼みどりが丘団地（広田広田、山添）さんさんネット 5月番組の見どころ

さんさんニュース
毎週火曜、金曜日の午後
７時に更新
◆放送は、午前７時、正午、
午後７時、午後10時、深夜
０時

５月のニュースでは、
・県立淡路医療センター竣工記念式典
・第７回淡路だんじり祭
・道の駅うずしおまつり
・南あわじ市健康大学講座 開講式
・素人浄るり全国大会
などをお送りします。

いきいきライフ
毎週金曜日に更新
◆放送は、午前８時、午後
２時、午後８時

５月のいきいきライフでは、
・【再放送】津波防災フォーラム2012より
 基調講演「地域みんなで備える津波防災」
人と防災未来センター宇田川 真之 主任研究員
をお送りします。

企画番組
毎週金曜日に更新
◆放送は、午前９時、午後
１時、午後６時、午後９時

５月の企画番組は、
・〔再放送〕平成23年度 だんじり唄
    コンクール①～⑧
をお送りします。
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★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
17
日
、西
淡
社
教
セ
ン
タ
ー
）

▽
男
子
Ａ
①
船
木
茂
浩
・
三
宅
孝

幸
②
安
藤
啓
正
・
幸
田
安
正
③
山

根
充
裕
・
赤
穂
晋
▽
男
子
B
①
片

桐
千
尋
・
船
木
聖
②
別
所
孝
二
・

岡
本
薫
③
大
継
佳
典
・
菊
咲
孝
志

▽
女
子
①
高
見
佐
千
子
・
竹
谷
京

子
②
森
佐
知
恵
・
冨
來
由
佳
子
③

築
穴
や
え
こ
・
長
尾
順
子

◆
第
２
回
南
あ
わ
じ
市
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
３
月
20
日
、
ゆ
ず
る
は
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

▽
男
子
①
島
田
健
太
・
徳
井
泰
誠

（
南
淡
）
②
納 

大
介
・
阿
部
春

道
（
南
淡
）
③
畑
野
竜
次
・
山
川

颯
（
御
原
）
③
岡
島
佳
祐
・
市
原 

丈
（
沼
島
）
▽
女
子
①
阿
部
光

里
・
増
井
鈴
菜
（
南
淡
）
②
岡
部

雅
由
・
池
田
羽
輝
（
御
原
）
③
斎

藤 

楓
・
菅 

友
梨
（
辰
美
）
③
柏

木
玲
那
・
山
口
夏
槻
（
三
原
）

◆
第
33
回
南
あ
わ
じ
市
一
般

（
第
２
回
男
女
混
合
）
６
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
31
日
、
三
原
健
康
広
場
）

▽
１
部
①
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

②
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
▽
２
部
①
Ａ

Ｔ
Ｂ
②
せ
っ
ち
ゃ
ん

　
　

市
で
は
、
４
月
１
日
現
在
、

満
３
歳
～
５
歳
で
、
保
育
所
、

幼
稚
園
等
に
通
所
し
て
い
な
い

子
ど
も
を
家
庭
で
保
育
し
て
い

る
保
護
者
に
、
在
宅
子
育
て
奨

励
金
と
し
て
月
額
５
千
円
を
助

在
宅
子
育
て
応
援
事
業（
奨
励
金
な
ど
） 

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

の
温
浴
施
設
や
プ
ー
ル
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
を
無
料
で
利
用

で
き
る
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　
　

今
年
度
か
ら
対
象
者
を
拡
充

し
、
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も

１
人
以
上
い
る
ご
家
庭
に
ゆ
め

る
ん
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

（
こ
れ
ま
で
は
3
人
以
上
が
対

子
育
て
応
援
優
待
カ
ー
ド
の
対
象
者
を
拡
充

象
）
市
内
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
と
様
々
な
特
典
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
▼
各
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
申
請
で
き
ま
す
。

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　 
　

市
立
保
育
所
の
運
営
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
市
民
の
立

場
か
ら
意
見
や
提
言
を
い
た

だ
く
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
期
限 

５
月
15
日
（
水
）

午
後
5
時
ま
で

応
募
資
格　

児
童
福
祉
に
興
味

の
あ
る
子
育
て
を
し
て
い
る
人
又

は
子
育
て
経
験
の
あ
る
人
で
、
市

議
会
議
員
お
よ
び
市
長
の
選
挙
権

を
有
し
、
市
の
他
の
公
募
委
員
や

市
職
員
、市
議
会
議
員
で
な
い
人
。

保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
委
員
募
集

応
募
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
等
に
設
置
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
「
保
育
所

に
期
待
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
４
０
０
字
以
上
８
０
０
字
以

内
の
小
論
文
を
添
え
て
福
祉
課

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
持
参
の
場
合
は
土
日
祝
日
を
除
く

提
出
先　

福
祉
課
ま
で

　

〒
６
５
６
・
０
１
９
２

　

広
田
広
田
１
０
６
４
番
地

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

乳
幼
児
等
医
療
費 

・ 

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡
大

　

７
月
１
日
か
ら
、
０
歳
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
を
拡
大
し
ま
す
。

◆
乳
幼
児
等
医
療

　
（
満
１
歳
か
ら
所
得
制
限
あ
り
）

▽
０
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

の
通
院
医
療
費
お
よ
び
入

院
医
療
費
の
医
療
保
険
に

か
か
る
自
己
負
担
額
を
全

額
助
成
し
ま
す
。 

◆
こ
ど
も
医
療

  

（
所
得
制
限
あ
り
）

▽
小
学
４
年
生
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
通
院
医
療
費
お
よ

び
入
院
医
療
費
、中
学
１
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
の
入
院

医
療
費
の
医
療
保
険
に
か
か

る
自
己
負
担
額
を
全
額
助
成

し
ま
す
。　

　
　

ま
た
、中
学
１
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
医

療
費
の
医
療
保
険
に
か
か
る

自
己
負
担
額
の
１
／
３
を
助

成
し
ま
す
。対
象
者（
所
得
制

限
内
の
人
）に
は
６
月
上
旬

に
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

◆
所
得
制
限　

　

保
護
者
（
父
・
母
）
の
市
民

税
所
得
割
税
額
の
合
計
額

ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
市

民
税
所
得
割
税
額
の
合
計

額
が
23
万
５
千
円
未
満

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

入
学
祝
金
の
支
給
に
つ
い
て

対
象
者　

　

今
春
、
小
学
校
に
入
学
し
た

子
ど
も
の
保
護
者
で
、
４
月
１

日
現
在
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

に
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
内
容

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
万

円
分
の
「
南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ

い
振
興
商
品
券
」
を
支
給

支
給
方
法

　

５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。５

月
末
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
人

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
商
品
券
に
は
有
効
期
限
が
あ

り
ま
す

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

　  公 募

　       

受
け
ま
し
た
か
？
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
人
は
、

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
が
対

象
で
す
。
注
射
料
金
は
病
院
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
の
な
い
犬
は
別
途
登
録

料
３
０
０
０
円
も
必
要
で
す

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

注射実施病院の一覧
病院名 電話

アイヴィ岡田動物病院 42-5067
たかた動物病院 42-0654
いけだ動物病院 42-1505
かわさき動物病院 42-1158
印部家畜医院 54-0030
仲岡家畜医院 42-4568
こばやし動物病院 42-1102
水島家畜医院 36-2254

　
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に
ご
協
力
を

13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

❷
南
淡
、
沼
島
中
＝
５
月
20
日

（
月
）
～
24
日
（
金
）

※
広
田
中
は
9
月
に
実
施
予
定

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

　

中
学
２
年
生
が
様
々
な
仕
事

や
体
験
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
日
程

❶
倭
文
、
西
淡
、
三
原
中
＝
５
月

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
い
つ
で
も
新
し
い

年
金
記
録（
年
金
の
加
入
記
録
・

未
加
入
期
間
・
未
納
期
間
な
ど
）

を
自
分
で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
発
行
申
込
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

年
金
相
談（
要
予
約
・
先
着
36
人
）

日
時　

６
月
7
日（
金
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

南
淡
公
民
館

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　

両
診
療
所
は
４
月
か
ら
下
表

の
と
お
り
診
療
日
を
変
更
し
て

い
ま
す
。　

　

な
お
、
担
当
医
（
大
鐘
稔
彦

院
長
）
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

往
診
は
、
診
療
日
に
適
宜
受

け
付
け
ま
す
。　

※
そ
の
ほ
か
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

阿
那
賀
・
伊
加
利
診
療
所
の
診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ　
　
　

曜  日 午   前 午   後

月曜日 9:00 ～ 12:00 2:00 ～ 5:00

火曜日

水曜日 9:00 ～ 12:00

木曜日

金曜日 9:00 ～ 12:00 4:00 ～ 5:00

土曜日 9:00 ～ 12:00

◆阿那賀診療所の診療日と時間

※日曜、祝祭日は休診です。

　  拡 充

　  拡 大

※公募の詳細は市のホームページでも紹介しています。

◆伊加利診療所の診療は毎週金曜日
　午後２：00～３：３０です。
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公
営
住
宅
入
居
者
随
時
募
集

❶
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽（
随
時
）さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、
や
え
棟
３
‐
１
号
、

３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
平
成

10
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

６
万
２
９
０
０
円
、
駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円

※「
随
時
」の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）。現

在
の
応
募
状
況
に
つ
い
て
は
都

市
計
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　 

　
指
導
員
補
助
員（
１
人
）

▽
雇
用
期
間　

６
月
～
９
月
の
指

定
す
る
日　

※
変
則
勤
務

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
。
通
勤

手
当
支
給
。各
種
保
険
加
入

▽
応
募
要
件　

市
内
在
住
者
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
、
小
型

２
級
船
舶
免
許
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
可
能　

▽
申
込
締
切　

５
月
９
日（
木
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
等

❶
応
接
ス
タ
ッ
フ

▽
勤
務
時
間　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
11
時
の
内
7
時
間
程
度

※
月
20
日
程
度
可
能
な
人

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

❷
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

客
室
清
掃
、
配
膳
、
屋

外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
タ
ッ
フ

▽
勤
務
時
間　

相
談
可

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

慶
野
松
原
海
水
浴
場
・

　
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

❶
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

電
話
対
応
、
利
用
者
の

受
付
な
ど

❷
海
の
家
ア
ル
バ
イ
ト

▽
内
容　

売
店
業
務
、
備
品
貸
出

な
ど

❶
❷
共
通
事
項

▽
期
間　

７
月
上
旬
～
８
月
下
旬

▽
賃
金　

時
給
８
５
０
円
以
上

問
慶
野
松
原
海
水
浴
場

　

☎
36
・
５
９
５
９

第
24
回
淡
路
だ
ん
じ
り
唄

　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

伝
統
芸
能「
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
」

を
伝
承
す
る
市
内
、
島
内
の
祭
礼

団
や
愛
好
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

競
演
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
開
場

▽
場
所　

淡
路
文
化
会
館

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

農
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

　

農
村
活
性
化
を
図
る
た
め
、地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
予
定
し
て
い
る
自
治
会
等
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
内
容　

農
業
・
農
村
資
源
な
ど

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
活
動

な
ど

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

▽
申
込
締
切　

５
月
20
日（
月
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

14

妊
婦
総
合
相
談

　

妊
娠
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
に

専
門
知
識
を
持
つ
医
師
や
助
産
師

が
お
応
え
し
ま
す
。

◆
電
話
相
談

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
１
３
８
８

▽
日
時　

毎
月
第
１
、３
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
面
接
相
談（
完
全
予
約
制
）

▽
日
時　

毎
月
第
２
土
曜
日
、
第

４
水
曜
日
、
午
後
２
時
～
５
時

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
２
５
０

※
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
予
約

　

が
必
要
で
す

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
く
ら
ぶ

　

子
育
て
中
の
親
が
急
な
用
事
な

ど
で
、
助
け
が
必
要
と
な
っ
た
と

き
に
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
利
用
す
る
く
ら
ぶ
に
、
ま
ず

登
録
が
必
要
で
す
。

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

　
淡
路
島
内
求
人
企
業
合
同
説
明
会

　

来
春
採
用
予
定
の
あ
る
島
内
企

業
等
が
、
合
同
で
求
人
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
18
日
（
土
）　

　

午
後
１
時
～
４
時

※
最
終
受
付
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
対
象　

平
成
26
年
３
月
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業

予
定
者
又
は
、
卒
業
後
３
年
以

内
の
大
学
等
既
卒
者　

▽
参
加
料　

無
料

▽
参
加
企
業　

20
社
程
度

問
淡
路
県
民
局
商
工
労
政
課　

　

☎
26
・
２
０
８
６

兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業

　

兵
庫
県
で
は
体
外
受
精
及
び
顕

微
授
精
を
受
け
ら
れ
た
夫
婦
に
対

し
、
治
療
費
助
成
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

❶
兵
庫
県
内
に
在
住
の

人
❷
特
定
不
妊
治
療
を
実
施

し
、
妊
娠
判
定
ま
で
至
っ
た
人

ま
た
は
医
師
の
判
断
で
や
む

を
得
ず
治
療
を
中
断
し
た
人

❸
指
定
医
療
機
関
で
特
定
不

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
補

助
事
業

　

少
年
少
女
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

習
慣
の
形
成
に
向
け
、
市
内
の
少

年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
団
体
に
活

動
費
の
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

▽
申
込
締
切　

５
月
28
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
３
人
の
行
政
相
談
委
員
が
国
に

対
す
る
行
政
相
談
（
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

　

前
谷
史
郎（
津
井
）、東
茂
樹（
賀

集
）、
髙
田
末
子
（
倭
文
）

◆
５
月
の
行
政
相
談

▽
日
時　

５
月
９
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

妊
治
療
を
実
施
し
た
人
❹
夫

婦
合
算
し
た
前
年
度
所
得
が

７
３
０
万
円
未
満

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
０

伊
毘
う
ず
し
お
村
の
美
化
活
動

▽
日
時　

５
月
15
日
（
水
）
午
前

７
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

伊
毘
う
ず
し
お
村

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

洲
本
公
証
役
場

　

遺
言
に
関
す
る
相
談
や
任
意
後

見
契
約
な
ど
の
大
切
な
契
約
の
相

談
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
を
受
け

ま
す
。

▽
日
時　

６
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

広報 

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

※
事
前
要
予
約

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
～
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
11
時

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　14日（火）・23日（木）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター
問市民課☎43-5023（予約必要）
 

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099
 

出張消費生活相談
◆日時　７日（火）・14日（火）・21日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　７日＝緑市民センター、14日＝   
            西淡庁舎、21日＝南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要）
 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談、成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　21日(火）・27日（月）
　　　　10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　司法書士 山下富弘事務所
　　　　☎23-9171（予約必要）
 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　13（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）
 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要）
 

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）
 

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013
 

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ５月の
　無料相談

名称 代表者電話番号

広田 原田よし子（☎45-0766）

倭文　 平池　啓子（☎46-0030）

西淡 瀬尾千恵子（☎39-0079）

ピッピー 松本　英子（☎42-1024） 

おのころ 高野　春栄（☎42-3421）

福良 泉　　光代（☎52-0035）
▲各くらぶの連絡先　　　　　　　

ホームドクターアリス
しろあり・害虫駆除の専門店

南あわじ市北阿万筒井76-1

問☎55-0800
調査・見積
　 無料！

地元の業者にお任せを！
気軽にご連絡ください。
　　　相談受付中

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防



まなびの扉
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
倭文公民館☎46-0001
松帆地区公民館・
松帆市民交流センター☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館・
伊加利市民交流センター☎39-0567
西淡志知公民館
西淡志知市民交流センター☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知公民館・
三原志知市民交流センター☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉

2013.5.1発行

▽
日
時　

７
月
23
日
（
火
）・
24
日

（
水
）
※
２
日
と
も
要
出
席

▽
場
所　

淡
路
消
防
ビ
ル

▽
受
講
料　

６
０
０
０
円

▽
申
込
期
間　

６
月
25
日
（
火
）

～
７
月
１
日
（
月
）

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
２
４
１
６

淡
路
人
形
座

◆
特
別
公
演

▽
演
目　

玉た
ま

藻も
の

前ま
え

曦
あ
さ
ひ
の

袂
た
も
と　

狐
き
つ
ね

七な
な

化ば

け

▽
日
時　

５
月
４
日（
土
）

　

午
後
１
時
20
分

※
午
後
０
時
50
分
か
ら
正
井
良
徳

氏
に
よ
る
特
別
講
演

◆
通
常
公
演

▽
演
目　

❶
鬼き
い

一い
ち

法ほ
う

眼げ
ん

三さ
ん

略り
ゃ
く

の
巻

五ご

条
じ
ょ
う

橋ば
し

の
段
❷
傾け
い

城せ
い

阿あ

波わ

の
鳴な
る

門と　

順
じ
ゅ
ん

礼れ
い

歌う
た

の
段

▽
上
演
時
間　

❶
午
前
10
時
、
11

時
❷
午
後
１
時
、
２
時
、
３
時

※
５
月
11
日
は
❷
の
み
５
回
公
演

◆
こ
ど
も
特
別
企
画

　
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
来

場
し
た
小
学
生
以
下
の
人
に
淡
路

人
形
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
し
ゃ
れ
は

ん
か
ち
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
さ
つ
き
さ
ん
企
画

　

５
月
（
皐
月
：
さ
つ
き
）
の
名
前

の
人
に
限
り
、
１
公
演
入
場
料
無
料

※
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

●ほんをよむのにいいばしょは？
シュテファン・ゲンメル文（新日本出版社）

こねずみニリィが森をいくと、
本が１冊、落ちていました。おは
なしが大すきなニリィは本を
読んでみようと思うのですが、
弟たちやキツツキがうるさく
て読めません。あきらめかけた
そのとき、いいことを思いつい
て・・・。

● いつも余裕のある人が実
践している男の部屋の整理術
小松　易著（メディアファクトリー）

緑公民館図書室
☎44-3008

●わが子の「やる気スイッチ」はいつ入る？
続　わが子のスイッチオンを見るために親ができること
菅野　純著（主婦の友社）

親が変われば子どもも変わ
る！勉強を中心に、どうすれ
ば思春期の子どもは「自分の
やる気スイッチ」を押せるの
かを解説する。

●へんしんどうぶつえん
ビーゲン　セン作/しおざわ　とも
み絵（絵本塾出版）

三原図書館

●アホラ詩集
やなせ　たかし作（かまくら春秋社）

にこにこ、やさしい動物のお
医者さん、アントン先生はい
つも大忙し。病院には毎日い
ろいろな動物がやってくる
からです。ところがある日、そ
の先生が倒れてしまいます。
びっくりした動物たちは…。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●自然と親しむはじめてキャンプ　
日帰りからペット連れ、テント泊まで、ビギナーでも安心！
(ＪＴＢパブリッシング)

失敗を恐れず、自然の中で過
ごしてみよう。キャンプを成功
させる準備のポイントから、基
本のロープワーク、キャンプ場
の利用法、野外料理、フィール
ド遊びまで、キャンプのコツを
豊富な写真とイラストを使っ
て解説する。

南淡図書館
●命のバトン
津波を生きぬいた奇跡の牛の物語 
堀米　薫文(佼成出版社)☎53-0234☎43-5037

●アントンせんせい
 西村　敏雄作（講談社）

き
よ
美
と
共
に
～
見
守
り
・
介

護
・
家
族
の
心
～

▽
講
師　

❶
青
山
慎
介
氏
❷
酒
井

邦
夫
氏

▽
対
象　

島
内
住
民
及
び
医
療
・

介
護
・
福
祉
関
係
者

▽
定
員　

１
２
０
人

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
・
１
２
０
０

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

　
　
　
　
　
　
　
取
得
講
習
会

　

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
あ
る
人
を
対
象
に
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

働
く
婦
人
の
家

◆
初
心
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
日
時　

５
月
８
日
（
水
）
～
９
月

18
日
（
水
）
毎
月
第
２
・４
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
内
容　

ワ
ー
ド
基
本
コ
ー
ス

▽
講
師　

大
住
リ
カ
氏

▽
費
用　

1
回
５
０
０
円

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
締
切　

５
月
15
日
（
水
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
平
成
25
年
度
館
蔵
品
展
１

▽
期
間　

６
月
上
旬
ま
で

※
期
間
中
一
部
入
替
あ
り

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
玉
青
館「
友
の
会
」会
員
募
集

▽
特
典　

❶
玉
青
館
で
開
催
さ
れ

る
展
覧
会
が
無
料
で
観
覧
❷
京

阪
神
や
四
国
の
展
覧
会
情
報
を

送
付
❸
日
帰
り
の
見
学
会
な
ど

友
の
会
主
催
の
行
事
に
参
加
可

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
そ
え
て
持
参
。ま
た
は
郵

便
振
替
で
も
入
金
可

▽	

会
費　

年
額
１
０
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

一
谷
嫩
軍
記
二
段
目
中

須
磨
浦
組
討
の
段

▽
期
間　

８
月
下
旬
ま
で

◆
百
寿
記
念

　
人
間
国
宝 

鶴
澤
友
路
展

▽
期
間　

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

◆「
第
29
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後

　
継
者
団
体
発
表
会
」写
真
展
　

▽
期
間　

５
月
８
日
（
水
）
ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展

▽
期
間　

５
月
30
日
（
木
）
～
７

月
25
日
（
木
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
１
０
９
回
神
代
天
体
観
測
会

　「
土
星
と
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

５
月
19
日（
日
）

　

午
後
7
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代

地
区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
14

▽
内
容　

阿
万
上
町
地
区
に
位
置

す
る
河
内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

土
器
や
発
掘
の
写
真
を
展
示

▽
期
間　

５
月
下
旬
ま
で

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

第
47
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

５
月
11
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）☎
55
・
１
１
１
１

第
１
回
あ
わ
じ
認
知
症
ケ
ア

 
 

市
民
公
開
講
座（
無
料
）

▽
日
時　

６
月
２
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
内
容　

❶
認
知
症
～
予
防
で
き

る
こ
と
、
治
療
で
き
る
こ
と
～

❷
認
知
症
の
障
害
を
持
っ
た
妻

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 
●５月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

                        １      2　           3       4       

 5      ６      ７      8       9      10     11     

12    13     14    15    16     17     18     

19     20     21    22    23     24     25     

26    27                            28    29    30     31
月末整理

※○はおやすみです

広報 

  9:30 ～　開館
10:00 ～　開会式
10:30 ～　大型紙芝居
　　　 　 韓国民俗衣装体験
12:00 ～　手作りおやつ
　　　 　 牛乳試飲

13:00 ～　 パラシュートクラフト
　　　　　　バルーンクラフト
 　　　　　クイズコーナー
14:00 ～　 おはなし会    

●イベント内容●　第11回
読書っ子まつり

●日時　5月19日（日）
　　　　 9：30～16:00
●場所   南淡図書館　　　

※その他、市内の児童・生徒作品展示、古本コーナー、米粉ピンス焼き（有料）、
伊加利ふるさと協議会アイスクリン（有料）もあります。

～読書でこどもの心をゆたかに～

　～参加費無料～

☎ 53-0234

　　　

　

92シリ
ーズ

　成
なり

相
あい

川
がわ

中流左岸の榎
え

列
なみ

上
かみ

幡
は

多
だ

～下
しも

幡
は

多
だ

に位置す

る縄文～室町時代の遺跡です。平成11年度の調査

で平安時代中頃の建物が４棟見つかっています。

建物の周辺では、土
は

師
じ

器
き

の坏
つき

・埦
わん

・皿
さら

などの土器

が多量に出ています。また内面に「正月九」と文

字が刻まれたものがあり、何か特別な行事（祭

事）が行われたものと思われます。

問埋蔵文化財調査事務所　☎42-3849

幡は

多た

遺い

跡せ

き

５

▲調査区全景（左）と土器が出てきた様子（右）

日 曜日 第１講習 第２講習

17 金 14:00～ 19:00～

26 日 10:00～ 15:00～

 コア＆ストレッチ教室

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4000円(市内、全８回）

文化体育館
回数 　  月日 曜日 開始時間

  第１回 ５月 21 日 火 19:30 ～

  第２回 ６月   4 日 火 19:30 ～

  第３回 ６月 18 日 火 19:30 ～

  第４回 ７月   9 日 火 19:30 ～

  第５回 ７月 23 日 火 19:30 ～

  第６回 ８月 13 日 火 19:30 ～

  第７回 ８月 27 日 火 19:30 ～

  第８回 ９月    3 日 火 19:30 ～

ボールを使った運動で、肩こりや
腰痛、関節痛などの痛みを改善す
る効果があります。

５月初回トレーニング講習会
●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　　　　　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分



　　　　　　　　　　　　　　　　　

いきいき健康生活
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● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、
栄養相談、血圧測
定など

８ 水

９:00 ～ 10:30

三原保健センター
15 水 緑保健福祉センター
20 月 西淡保健センター
27 月 南淡福祉保健センター

   ５月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　時間 場所

阿波踊り体操
１ 水

10:00 ～ 　緑保健福祉センター
15 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 献血
  日     　曜日 　　   受付時間 場所

２ 木 11:30 ～ 16:00       西淡公民館

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 16 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（25年１月生）

28 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（24年７月生）

21 火 12:30 ～ 13:00

１歳６か月児健康診査
（23年10月生）

７ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（23年２月生）

17 金 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（22年４月生）

14 火 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（22年2月･22年8月生）

10 金 13:00 ～ 13:45

育児相談
（24年３月生）
（24年10月生）

１ 水

13:00 ～ 14:00

南淡福祉保健センター
８ 水 西淡保健センター
15 水 緑保健福祉センター
22 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（24年12月生）

23 木 ９:45 ～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室（予約制） ９ 木  ９:30 ～９:45
発達支援相談（予約制） ９ 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

分班長会議 16  木  ９:30 ～ 沼島総合センター

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 3日（金） 柴 田 亮 平 医師 福田郁夫 医師

 4日（土） 高 田 育 明 医師 渡辺　優 医師

 5日（日） 斉 藤 雅 文 医師 鈴木俊示 医師

 6日（月） 穀 内 純 江 医師 平山　毅 医師

12日（日） 村 野 謙 一 医師 穀内勇夫 医師

19日（日） 浦 瀬　 巌 医師 畑田卓也 医師

26日（日） 西 口　 弘 医師 渡辺　優 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が
輪番で小児夜間救急診療を行っています。電話セ
ンターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、
必要な時は当日の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時ま
での間、みなと元気館内の洲本市応急診療所に
おいて、小児科医の輪番による小児救急診療所
を開設し、救急患者に対応しています。
問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

認知症家族会
　認知症の介護の悩みを抱える人同士が、日ご
ろの思いを話す場です。
日時　５月８日（水）14:00～15:00
場所　三原公民館
問地域包括支援センター☎44-3006

　
日時　６月５日（水）13:20～15:30
場所　緑市民センター
基調講演　13:40～15:00
　「子供の歯～気になる歯並び～」
講師　宮本圭介先生
問健康課☎44-3004

◆三種混合、四種混合、日本脳炎予防接種の初回
接種について
　１期初回接種において、三種混合及び四種混合は
接種間隔が５７日以上、日本脳炎予防接種は接種間
隔が２９日以上となった場合は、市行政措置予防接種
となりますので健康課への申請が必要になります。
◆麻しん風しん予防接種（２期）について

　平成２５年度接種対象者は平成１９年４月２日生ま

れから平成２０年４月１日生まれとなっています。接

種期間は平成２６年３月３１日まで、配布している予防

接種手帳にある予診票と母子健康手帳を持参のう

え、医療機関で接種を受けてください。

◆日本脳炎予防接種（２期）の接種について
　平成２５年度接種対象者は平成７年４月２日生ま
れから平成８年４月１日生まれとなっています。対
象者に５月中に通知予定です。なお、９歳以上で１
期接種を終了している人で２期接種を希望される
人は、健康課へご連絡ください。

問健康課☎44-3004

問健康課☎44-3004

淡路歯科保健大会

予防接種のお知らせ
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　予防接種には、予防接種法に基づいて行われる定

期接種と、それ以外の任意接種にわかれます。予防

接種には、必要な接種回数、接種に適した時期、次

の接種までの間隔などが定められています。必要な

予防接種をすべて終えること

ができるよう、かかりつけ医

を決めて、スケジュールを相

談しながら、効率的に接種を

進めていきましょう。

　定期予防接種等についての医療機関は市ホーム

ページに掲載しています。接種する場合は、市指定

の医療機関へ直接予約が必要です。

次の場合は、予防接種を受けることができません。

　❶発熱している

　❷急性の病気にかかっている

　❸予防接種のワクチンに含まれて

      いる成分で、強いアレルギー反

      応を起こしたことがある

＊他にも予防接種を受けるのに不適当な場合がありま

すので、かかりつけの医師か健康課までご相談ください。

　風疹ウイルスによっておこる急性の発疹性感染症で、流行は春先から初夏

にかけて多くみられます。潜伏期間は2～ 3週間（平均 16 ～ 18 日）で、

主な症状として発疹、発熱、リンパ節の腫れが認められます。ウイルスに感

染しても明らかな症状がでることがないまま免疫ができてしまう（不顕性感染）

人が 15 ～ 30％程度いるようです。風疹は小児の場合通常あまり重くない病

気ですが、妊婦とくに、妊娠初期の女性が風疹にかかると、胎児が風疹ウイ

ルスに感染し、難聴、心疾患、白内障、そして精神や身体の発達の遅れ等

の障がいをもった赤ちゃんがうまれる可能性があります。これらの障がいを先

天性風疹症候群といいます。

　①風疹に対して抗体が少ない、または抗体がない妊婦の夫・子ども・その

家族、②今後妊娠を希望または妊娠する可能性の高い女性、③産後早期の

女性は、風疹の感染を予防するために予防接種を受けることをお勧めします。

子どもの健康を感染症から守るために           

風疹 について

　感染症とは、ウイルスや細菌などによって引き起

こされる病気で、子どもの命にかかわるものや、重

い後遺症を残す恐れのあるものもあります。生まれ

たばかりの赤ちゃんは母親にもらった免疫に守られ

ていますが、数か月すると

その力は弱まっていきます。

感染症にかからないように

予防するため、予防接種に

よって免疫をつけましょう。

01

03

02

04

予防接種を受ける
際の注意点

予防接種について

指定医療機関

予防接種の接種率
※調査対象＝平成 24 年度３歳児健診受診者

種類 接種率

ポリオ
１回目 98.1%

２回目 96.7%

BCG － 98.3%

三種混合

１回目 97.8%

２回目 97.5%

３回目 97.2%

追加 87.8%

麻疹・風疹 １期 97.0%



　

心のかけはし
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カー

ド 1,000 円分をプレゼント！（当選は発送を

もって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報やさんさんネット、南あわじ市に対する
ご意見・ご感想をお書きの上、情報課までご
応募ください。

■応募〆切　５月15日（水）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　新年度を迎え、新しい環　広報クイズ 学校支援地域本部事業

平成25年４月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
４
月
号
の
正
解
は「
地
域
創
成
」。44
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

境に変わられた人もいるのではないでしょうか。　　

　市内では旧御原中学校と旧辰美中学校が統合さ

れて、●●中学校が開校しました。新しい学校で新

たな友達をたくさんつ

くって、充実した学校

生活を過ごして欲しいで

すね。さて、クイズです。

●●に入る漢字２文字

はなんでしょう？

（ヒントは広報３頁）

　南あわじ市教育委員会で

は学校支援地域本部を設置

し６年目を迎えました。学

習支援補助（学習アシスタ

ント）を主として市内小・

中学校においてサポートを

行っています。

　サポート内容は、裁縫実

習・調理実習の補助、校外

学習の引率、郷土料理の指

導、ゲストティーチャー（各

専門分野において講義や実

演演習の指導などを行う講

●人　口 50,609人（前月比－171人）

　（男）　 24,405人（前月比－83人）

　（女）　 26,204人（前月比－88人）

●世帯数 18,867世帯（前月－11世帯）

　　　　　　　※平成25年４月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
田村　富弘（沼　島）

上岡　昇平（　市　）

高田　靖之（　湊　）

野田竜太郎（神　代）

奥野　広道（八　木）

櫻木　義之（榎　列）

清水　義統（　市　）

中元　幸明（沼　島）

西　　雅文（広　田）

山口　真史（明石市）

記虎　龍司（尼崎市）

中井　梓乃（和歌山県）

増田　みき（　市　）

大傍　麻以（洲本市）

堤　　美紀（神　代）

井本　麻穂（広　田）

小島みどり（洲本市）

原田　明美（　市　）

木村　文美（沼　島）

飛松あかね（福　良）

福永　亜美（　市　）

興津　若奈（津　井）

３月 21 日

３月 24 日

３月 27 日

３月 27 日

３月 30 日

４ 月 ８ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 ８ 日

４月 13 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
金山　道春
高田　武夫
天羽　幸子
良田こよし
萩原　定子
安坂　忠重
今井　和子
坂川　貞夫
谷口不二男
榎本　善雄
櫻木　幸子
松坂　繁一
松野キミ子
溝口　義一
橋本　博成

湊
榎 列
志 知
神 代
賀 集
潮美台
福 良
賀 集
福 良
阿 万
賀 集
福 良
賀 集
福 良
市

89
85
87
99
79
73
84
95
91
87
84
80
70
87
91

３ 月 11 日
３ 月 15 日
３ 月 16 日
３ 月 16 日
３ 月 17 日
３ 月 18 日
３ 月 19 日
３ 月 19 日
３ 月 19 日
３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 23 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

小谷　紗
さ ら

愛

前川　珠
み き

輝

藤本あさひ

喜田　龍
りゅうせい

生

樋口　歩
あゆな

那

　 山　　颯
はやて

的場　　煌
こう

村上　魅
みるか

冴

新井　真
ま う

羽

嶋　　 佑
ゆうと

斗

阿萬野玄
げんと

士

清水　映
え な

那

濱本珠
す ず な

朱奈

坂本　　禄
ろく

松尾　理
り お

央

太田　琥
こはる

晴

富長　大
たいが

芽

岡田　昊
こうめい

明

三好　菜
なつき

月

森　　 恵
え な

那

三原　一
いちか

華

石上　結
ゆ な

菜

益池　璃
り く

虎

納　明
あ か り

佳里

髙畠　鈴
すずね

心

女

女

女

男

女

男

男

女

女

男

男

女

女

男

男

男

男

男

女

女

女

女

男

女

女

直 希

幸 司

一 哉

祐 司

智 也

達 也

猛

健

誠 司

研 至

泰 三

章 文

昌 志

泰 志

公 範

康 文

輝

真 人

克 弥

勇 治

耕 一

和 哉

和 永

力 丸

諒

志 知

榎 列

広 田

広 田

広 田

賀 集

榎 列

倭 文

広 田

榎 列

広 田

市

榎 列

市

明石市

潮美台

松 帆

広 田

神 代

榎 列

津 井

淡路市

榎 列

市

淡路市

３ 月 ７ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 ９ 日

３ 月 11 日

３ 月 11 日

３ 月 11 日

３ 月 11 日

３ 月 11 日

３ 月 15 日

３ 月 17 日

３ 月 18 日

３ 月 18 日

３ 月 18 日

３ 月 19 日

３ 月 21 日

３ 月 24 日

３ 月 25 日

３ 月 26 日

３ 月 27 日

３ 月 27 日

３ 月 28 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ３ 日

４ 月 ３ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
桒島　政夫
碇 　 清
森川ひさゑ
辻　ゆきゑ
井上　博文
　　　幸代
伊木まさ江
村居　　武
不藤　久資
松本　久代
内海　粂次
北川まゆみ
藤井いつ子
山本　進一

志 知
榎 列
洲本市
榎 列
福 良
阿那賀
松 帆
阿 万
広 田
松 帆
福 良
福 良
広 田
阿那賀

93
82
95
82
56
62
97
81
44
64
98
45
56
79

３月 25 日
３月 26 日
３月 26 日
３月 28 日
３月 29 日
３月 29 日
３月 30 日
３月 30 日
３月 31 日
３月 31 日
４ 月 １ 日
４ 月 １ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ３ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
坂田　吉生
原田　久枝
中山　裕羅
濵邉　耕三
　田みゑ子
園生　善宥
泉　　 惠
坂本　義一
谷　　信子
出田　　實
江本こいし
保居　和子
前川　秀夫
藤本きみゑ

死亡

福 良
広 田
福 良
福 良
北阿万
阿 万
福 良
八 木
伊加利
阿 万
阿 万
福 良
八 木
潮美台

65
94
13
83
90
79
96
90
91
78
91
78
100
101

４ 月 ６ 日
４ 月 ６ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ９ 日
４月 10 日
４月 10 日
４月 10 日
４月 12 日
４月 13 日
４月 13 日
４月 14 日
４月 15 日

2013.5.1発行

▲授与された●●中学校旗を  
   持つ同校三谷校長

▲ナップサック制作（上）、町探検
　引率（下）

子育て広場
●催し※要申込

行事名 日時 費用等
①てるてる坊主　  
　モビール

15日
10:00～

南淡公民館、50円、両面テープ・黒
色ペン・のり持参、申込締切９日

②５月のお誕生　
　日会　　

20日
10:30～

働く婦人の家、100円、申込締切
16日

③布お絵かき教室
( オリジナルＴシャツ )

24日
10:00～

働く婦人の家、1100円、15組、サ
イズ（90～120）、申込締切17日

④ファミリー遠足 26日
9:00～16:00

神戸アンパンマンミュージアム、健康広
場集合、40組、大人1000円、小人500円

⑤うどん作り ６月５日
10:00～

働く婦人の家、200円、12組、
申込締切30日

⑥安全坊やを作ろ
う ! と防災カフェ

６月９日
10:30～

健康広場、800円、15組、米２
合持参、申込締切21日

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）

自由な時間に親子で遊ぶことができます。問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ５月の開設日 場所 時間
みどり 1,8,10,15,22,24,29,31 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 2,7,9,21,28,30 働く婦人の家

せいだん 2,9,16,21,23,28,30 西淡保健センター

なんだん 1,8,10,15,17,22,29,31 南淡公民館

 ●年齢別ひろば※要申込

ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ 10か月まで 14 日 10:00～
ベビーマッサージ（西
淡公民館で開催）

りす 11か月～１歳６か月

17 日 10:30～
リズムあそび（松帆活
性化センターで開催）うさぎ １歳７か月～２歳６か月

ぞう ２歳７か月～

　センターでは、イクメン・ファミリー事業として、家族みんなで子

育てを楽しむイベントを予定しています。毎年、沢山のお父さん・お

じいちゃん・おばあちゃんが参加してくれています。

問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

師）など、学校が必要とする活動に登録ボランティアの

方々と共に参加し、児童・生徒の学力とコミュニケーショ

ン能力の向上を図り、学校と地域の連携を図る活動に取

り組んでいます。

　また、地域の方々と児童・生徒との世代間交流を通し

て、つながりを深め、子どもたちの豊かな学びの手助け

等を行い、子どもたちの自主性や創造性などをはぐくむ

とともに、地域の教育力の向上を目指し地域が支える学

校応援活動を行っています。

出前ひろば
（4月11日）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2013.5.1発行

盲
導
犬
と
ふ
る
さ
と
で
の
生
活
を
め
ざ
し
て

広報 

市
内
の
病
院
で
働
き
な
が
ら
学
ん
だ
２
人
が
表
敬
訪
問

み
ご
と
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
！

　

盲
導
犬
と
自
立
し
た
郷
土
で
の
生
活
を
め
ざ
す
原
口 

淳
さ
ん　

与
さ
れ
ま
し
た
。
盲
導

犬
を
育
成
す
る
同
協
会

が
貸
与
を
認
可
す
る
の

は
島
内
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

　

原
口
さ
ん
は
、
国
家

資
格
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

や
鍼
灸
師
を
め
ざ
し
て

一
般
に
盲
導
犬
を
利
用
し
て
も
都

会
と
比
べ
る
と
田
舎
で
歩
行
す
る

に
は
ま
だ
ま
だ
環
境
整
備
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

バ
ベ
ル
と
の
訓
練
の
一
環
で
、
生

れ
て
初
め
て
淡
路
島
の
実
家
の
周

辺
を
歩
い
て
「
世
界
観
が
変
わ
っ

た
」
と
感
動
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
原
口
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
帰
郷
し
て
小
学
校
で
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
、普
及
も
行
っ

て
い
ま
す
。
２
年
後
の
国
家
試
験

に
合
格
し
て
、
郷
土
に
帰
っ
て
の

生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

第
1
回 

南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会

い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
最
優
秀
賞

市
内
の
舞
踊
グ
ル
ー
プ
が
一
堂
に
会
し
て
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

登      

光
さ
ん（
松
帆
小
）  

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で 

う
ず
の
丘
大
鳴
門
橋
記
念
館
に
続
く
第
2
回

淡
路
島
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

▲中田市長（中央）と表敬訪問に訪れたフマンイ
トさん（左）とナインゴランさん（右）：4月2日

人
形
浄
瑠
璃
を
通
し
て
文
化
交
流

ワ
シ
ン
ト
ン
州
日
系
ク
イ
ー
ン
＆
プ
リ
ン
セ
ス
来
庁

　

兵
庫
県
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
友

好
提
携
50
周
年
記
念
の
親
善
大
使

と
し
て
同
州
か
ら
２
０
１
２
ワ
シ

ン
ト
ン
州
日
系
ク
イ
ー
ン
＆
プ
リ

ン
セ
ス
が
３
月
25
日
、
市
役
所
中

央
庁
舎
で
中
田
市
長
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

ク
イ
ー
ン
の
ユ
ナ
・
マ
リ
エ
・

ニ
シ
モ
ト
さ
ん
、
フ
ァ
ー
ス
ト
プ

リ
ン
セ
ス
の
タ
リ
ン
・
リ
ー
・
イ

マ
ニ
シ
さ
ん
、
プ
リ
ン
セ
ス
の
ニ

コ
ル
・
ル
リ
コ
・
リ
ー
さ
ん
と
、

通
訳
を
務
め
る
２
０
１
０
プ
リ
ン

セ
ス
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
セ
イ

ラ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
さ
ん
の
４
人

は
、
３
月
20
日
か
ら
９
日
間
の
日

程
で
来
日
。
兵
庫
県
内
の
歴
史
や

文
化
の
理
解
を
深
め
る
た
め
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
県
内
各

地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
午
前
中
に
淡
路
人
形

座
で
人
形
浄
瑠
璃
を
鑑
賞
。
午
後

の
訪
問
で
ク
イ
ー
ン
の
ユ
ナ
・
マ

リ
エ
・
ニ
シ
モ
ト
さ
ん
は
人
形
浄

瑠
璃
に
つ
い
て
「
繊
細
で
細
や
か

な
人
形
の
動
き
は
、
ま
る
で
生
き

て
い
る
人
間
の
よ
う
で
と
て
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
中
田
市
長
は
訪
問
し
た
４
人

に
「
残
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲（中田市長の隣から）ユナ・マリエ・ニシモトさん、
　タリン・リー・イマニシさん、ニコル・ルリコ・リーさん

▲中田市長と談笑する日系クイーン＆プリンセス

▲中田市長と握手する登  光さん（右）

　

外
国
人
看
護
師
候
補
者
の
受
け

入
れ
事
業
で
来
日
し
て
い
る
2

人
の
看
護
師
が
、
市
内
の
病
院

で
働
き
な
が
ら
勉
強
し
て
、
み

ご
と
日
本
の
看
護
師
国
家
試
験

に
合
格
し
ま
し
た
。

　

2
人
は
平
成
病
院
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
女
性
リ
ア
ナ
フ
ァ
レ
ン

テ
ィ
ナ
・
ナ
イ
ン
ゴ
ラ
ン
さ
ん

と
南
淡
路
病
院
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
男
性
ジ
ャ
ン
マ
イ
ケ
ル
・
フ
マ

ン
イ
ト
さ
ん
で
す
。
言
葉
の
ハ
ン

　

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
で
現
在
神
戸

市
に
住
ん
で
い
る
原
口 

淳じ
ゅ
ん

さ
ん
に

社
会
福
祉
法
人
「
兵
庫
盲
導
犬
協

会
」
か
ら
盲
導
犬
バ
ベ
ル
号
が
貸

職
業
訓
練
中
で
す
。
将
来
は
故
郷

に
帰
っ
て
自
立
し
た
い
と
い
う
強

い
思
い
か
ら
、
盲
導
犬
を
利
用
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。　

　

第
１
回「
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会
」

が
３
月
30
日
三
原
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
市
内
公
民
館
で
活
動

す
る
14
の
舞
踊
サ
ー
ク
ル
や
団
体

か
ら
約
80
人
が
参
加
し
て
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
市
内
舞
踊
グ
ル
ー

プ
ら
が
自
発
的
に
会
を
立
ち
上
げ
、

一
堂
に
会
し
て
発
表
さ
れ
る
第
1
回

目
と
な
る
催
し
で
、
雅
や
か
な
踊
り

で
会
場
の
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
毎
年
こ
の

時
期
の
開
催
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

バ
ー
ガ
ー
全
国
2
位
を
受
賞
し
た

あ
わ
じ
島
バ
ー
ガ
ー
「
オ
ニ
オ
ン

ビ
ー
フ
バ
ー
ガ
ー
」
な
ど
特
色
あ

る
バ
ー
ガ
ー
を
販
売
。
入
場
無
料

と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
チ
ラ
シ
や

ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
と
い
う
島
内
外

か
ら
の
観
光
客
や
家
族
連
れ
が
大

勢
訪
れ
て
各
店
の
前
に
は
長
い
行

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
族
で
訪
れ
た
人
た
ち
も
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
バ
ー
ガ
ー
を
買
っ
て
食

べ
比
べ
た
り
し
て
、
お
い
し
さ
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
施
設

の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
や
淡
路
島
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ル

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
が
開
か
れ

て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

淡
路
島
特
産
の
牛

肉
や
た
ま
ね
ぎ
、
レ

タ
ス
な
ど
を
使
っ
た

ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
が

集
ま
っ
た
「
淡
路
島

バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

が
3
月
30
日
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
う
ず
し
お

や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

丘
を
含
む
島
内
か
ら

8
店
が
参
加
し
て
開

か
れ
、
全
国
ご
当
地

▲原口 淳さんとバベル

デ
ィ
を
乗
り
越
え
病
院
で
勤
務
し

な
が
ら
も
自
宅
で
夜
遅
く
ま
で
勉

強
す
る
な
ど
努
力
を
積
み
重
ね
て

外
国
人
受
験
者
３
１
１
人
中
、
合

格
が
30
人
と
い
う
難
関
を
突
破
。

教
育
担
当
の
看
護
師
前
川
久
美
さ

ん
は
「
２
人
は
と
て
も
真
面
目
で

熱
心
。
理
解
も
早
く
、
こ
ち
ら
も

教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
」

と
話
し
ま
す
。
ナ
イ
ン
ゴ
ラ
ン
さ
ん

は
「
多
く
の
人
か
ら
笑
顔
を
も
ら

え
る
看
護
師
に
な
り
た
い
」、
フ
マ

ン
イ
ト
さ
ん
は
「
将
来
は
日
本
の

大
学
で
学
び
医
師
を
め
ざ
し
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

第
６
回
い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン

テ
ス
ト
の
「
小
学
生
の
部
」
で
、

増
田
達
哉
さ
ん
（
八
木
小
）

水
泳
競
技
全
国
大
会
出
場

　

新
潟
県
で
３
月
29
日
に
第
35

回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大

▲増田達哉さん

▲雅やかな舞を披露して会場を魅了しました。

▲市内舞踊グループが集って開かれた第1回目の開催

▲約６千人が来場して賑わった淡路島バーガーフェスタ

会
が
開
催
さ
れ
て
、増
田
達
哉
さ

ん（
八
木
小
）が
出
場
し
ま
し
た
。

３
月
26
日
に
は
市
役
所
中
央
庁

舎
で
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
、昨
年
８
月
に
行
わ

れ
た
夏
季
大
会
に
も
出
場
し
て

い
ま
す
。今
回
は
11
～
12
歳
男
子

２
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
に
出
場
。

自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
し
、

出
場
し
た
小
学
5
年
生
の
な
か
で

16
位
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

秀
賞
11
作
品
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま

し
た
。　
　

登の
ぼ
り 

光ひ
か
る

さ
ん
（
松
帆
小
）
の

標
語
が
、
全
国
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
３
月
21
日
に
市
役

所
中
央
庁
舎
で
報
告
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
さ
ん
の
標
語
は
、

「
先
生
も
　
見
て
み
ぬ
ふ

り
を
　
や
め
よ
う
よ
」
で

す
。

 

小
学
生
の
部
は
16
万
5
千

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
子
ど

も
の
心
を
ケ
ア
す
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
審

査
を
行
っ
て
選
考
し
た
最
優
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第
５
回

地
域
特
産
物
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

展
示
部
門

カ
ラ
オ
ケ
部
門
音
楽
芸
能
部
門

直
売
フ
ェ
ア

日時　５月２５日（土）
　　　午後０時３０分～５時
場所　三原公民館　２階ホール

心からの熱唱をお聞きください心からの熱唱をお聞きください

丹精込めた多くの力作をご高覧ください丹精込めた多くの力作をご高覧ください

内容　大正琴、コーラス、郷土芸能など
日時　５月２６日（日）
　　　午前９時～午後５時
場所　南淡公民館　３階ホール

内容　産地のファンづくりにつなげよ
　　うと、市内の朝市等が集まり、
　　安全・新鮮採れたて野菜や海産
　　物等の特産品を販売します。

　　　市民のみなさんも市特産品の良
　　さを再発見するために出かけ
　　てみませんか？

日時　５月 12 日（日）
　　　午前 10 時～午後 3 時
　　　※売切れ次第終了
場所　淡路ファームパークイングラン
　　　ドの丘

南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ
い
文
化
芸
能
祭

優雅な舞、心踊る音楽！
皆様おそろいでぜひご来場ください
優雅な舞、心踊る音楽！
皆様おそろいでぜひご来場ください

南
あ
わ
じ
直
売
フ
ェ
ア

問
三
原
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

問
市
直
販
所
連
絡
協
議
会
☎
43
・
５
０
２
５

期間　５月２２日（水）～ ２９日（水）　
　　午前 9 時～午後５時

※盆栽は２４日（金）～ ２６日（日） １６時まで
《会場案内》
書　道：緑公民館　　盆栽 ： 緑公民館　
写　真：西淡公民館　絵画 ： 三原公民館
手工芸：南淡公民館

南あわじの採れたて
おいしい野菜・海産物等が大集合！
南あわじの採れたて
おいしい野菜・海産物等が大集合！


